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9月議会で決まったこと
一般質問 ここが聞きたい

議員記者が行く！社会福祉協議会

社会福祉協議会主催

マスつり大会の様子
聴く！見る！動く！
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議会としての対応

く!

　９月の台風被害につい
て、各地区の状況報告を受
け、町内の被害状況の確認
を行った。
　担当課長も同行し、現状
と今後の対応についての
説明を受けた。

　釜無工業団地公園管理棟につい
ては2階座敷に避難住民が殺到する
と施設の耐久性に懸念があり、危険
な事態となるのではないかという印
象を受けた。災害時においてその他
近隣施設等の活用ができないか考え
たい。

住民意見に
各常任委員会が対応 聴く! 見見見る!

議会としての

動
の対応の対応

動動く!

産業
土木

教育
厚生

【西条新田区から】
　鎌田川の川沿いで、歩
行可能であるものの、柵等
が無く子供が川に転落す
る危険性があると思われ
る箇所がある。柵の設置
等、早急な対策をお願いし
たい。

総務

【築地新居区から】
　最近、大規模水害等が発
生しており、隣接している
釜無川が氾濫する可能性
も否めない。
　当区には釜無工業団地
公園管理棟しか大きな公
共施設はないので災害時
の避難施設として当施設
を活用したい。

災害時において
その他近隣施設等の活用が

できないか考える

　状況確認した結果、防災について
の情報を町民と行政が共有し、被害
を抑えるためにどのようなことが必
要か、段階的な防災知識の周知徹底
を行っていくことが重要であると考
え、適切な方法について検討してい
きたい。

段階的な防災知識の
周知徹底を行っていく

　現地を訪れたところ、柵等の転落
防止設備の未整備な部分を確認し
た。鎌田川は基本的に県管理である
が、当該箇所は、町管理地なども混在
すると認められたため、県への要望
を含めて町当局に改善を依頼した。

県への要望を含めて
町当局に改善を依頼

聴
見見
見 議議

動動
県へ

動
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平成29年度決算 健全な財政運営と認定
　9月定例会の中において決算特別委員会が開催されました。第3回定例会で決算特別委員会に付託され
た、一般会計、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇水対策事業特別会
計に対し、監査委員の意見書及び各課長から説明を受けました。いずれも慎重審査の結果、全員賛成で認定
されました。

平成29年度特別会計決算 ※数値は端数調整してあります。

実質公債比率は28年度と比べ、1.6％減少しました。将来負担比率は28年度より20.8％減少し、実質的な標準財政規模に
対する負担比率は低くなりました。実質公債費比率・将来負担比率ともに比率が小さいほど財政状況は良いと判断します。

19億6465万6千円
24億2076万1千円

2億7486万円
5882万4千円
131万1千円

※

使用料/手数料  7617万2千円

繰越金
4億4200万4千円

分担金/負担金  1億9630万1千円

諸収入他  6億9967万1千円

国庫支出金  8億4887万3千円
民生費
29億5506万8千円

一般会計歳出 一般会計歳入

町債（借金）の累積残額
一般会計 約47億6293万8千円…
一人当たり 約２3万円
※人口20，161人（H30.8.31時点）

基金(預金)の累積残額
約42億3129万2千円…一人当たり 約21万円 土木費

7億5408万7千円

労働費
262万1千円

商工費  2062万5千円

総務費
9億4813万2千円

諸支出金
12億418万円

公債費  5億5237万1千円

衛生費  4億9123万4千円

消防費  2億8997万3千円

農林水産業費
7283万6千円

教育費
8億2387万円

※地方自治体の財政力を示す指数。3年平均で１未満だと交付団体になる。

《財政力指数》

　平成29年度昭和町一般会計及び特別会計予算に計上された各
事務事業は、総じて順調な成果を収めているものと認められた。
　財政構造の指標である財政力指数（1.25）は、前年度（1.17）に
比べ上昇しており、実質公債費比率は、前年度（9.1）から（7.5）に下
降している。一方、経常収支比率は（84.4％）で前年度比4.2％の増
加であり、今後の財政運営を考えると、社会保障費等の扶助費の増
大により、財政硬直化が懸念される状態でもあり、計画的な対応策
を望むところである。基金においては、一般財政調整基金において
一部取り崩しがあったものの、着実に積み立てられており、また、健
全化判断比率等の状況は、いずれの指標も早期健全化基準を下
回っているため健全であると確認した。なお、平成29年度末、一般
会計、下水道事業特別会計及び債務負担行為を含む地方債現在額
は、10,279,787千円で、前年度と同様に減額となっているが、今
後、生涯学習館建設が予定される中、地方債の発行にあたっては、
基金の取り崩し等も含め、財政構造の健全性を損なうことのなきよ
う十分留意されたい。
　税収については、町税の50％強を占める安定した固定資産税が
ある一方、法人町民税については前年度比16.5％の減額となって
おり、企業からの税収への依存度が高い本町にとっては、今後も、
企業の経営状況によって大きく税収が左右されることから、釜無・
国母両工業団地企業を始め町内企業との関係を密にし、企業支援

策等も検討する中で、的確な対応をお願いしたい。
　また、平成29年度に、固定資産税の課税誤りが発見され、町民の
皆様にご心配、ご迷惑をかけたことは残念なことだが、このことを
教訓とし、今後の事務執行に活かしていただきたい。
　税金等の滞納については、平成26年度の収納課設置以降、法的
手段等により、その成果が表れているところであるが、公平性を保
つ観点からも、今後は、収納課が所管する以外の料金等の滞納に
ついても、引き続き収納課と関係各課が連携する中で、町全体の
問題として取り扱うようお願いしたい。納税者に対する丁寧かつ十
分な説明により理解を得る努力をすることは当然であるが、滞納額
の解消に向けて、効率的な滞納処分を実施し、特に悪質な滞納者に
対しては毅然とした態度をもって臨むなど、一層の収納対策の強化
を図られ、さらなる徴収率向上に努めていただきたい。

　適正なる行政運営が行われており、特に経費削減の取り組みや、
事務事業の効率化が図られていたが、町民からの貴重な税金を無
駄なく有効に活用するという姿勢で、今後も、更に経費節減に努め
る中で、効率的で効果的な町民生活に直結する優先度の高い施策
を構築して、最小の経費で最大の効果を生み出せるような町民
サービスの展開を望むものである。

平成29年度健全化判断比率等の状況

健全な財政運営と認定平成29年度決算

H29

1.25

H28

1.17

H27

1.13

《健全化判断比率》（%）

将来負担比率
－

350.0

実質公債費比率
7.5

25.0 

区　　分
比　　　　　率
早期健全化基準

平成２9年度決算に基づく健全化判断比率は、基準を下回っているため、“健全である”といえます。

審査の意見 代表監査委員／石原政彦　　監査委員／林　和仁

会　　　計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護サービス特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
渇水対策事業特別会計

合　　　計

歳入総額
22億2671万4730円

1億5225万9125円

10億  949万2262円

2253万9272円

10億5646万5674円

870万3081円

44億7617万4144円

歳出総額
20億3196万2654円

1億5166万3100円

9億4479万8306円

1998万  661円

10億2788万3198円

764万1573円

41億8392万9492円

結 果

全
員
賛
成
で
認
定

総 括

一般会計歳入合計

85億8239万2千円
自主財源 76%

依存財源
24%

町税（※）
47億2041万2千円

繰入金  3億8821万円

地方消費税交付金他
5億9151万9千円

町債  890万円議会費  9463万8千円

町税の内訳
町民税
固定資産税
町たばこ税
軽自動車税
入湯税

県支出金
6億1033万円

一般会計歳出合計

82億963万5千円
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870万3081円

44億7617万4144円

歳出総額
20億3196万2654円

1億5166万3100円

9億4479万8306円

1998万  661円

10億2788万3198円

764万1573円

41億8392万9492円

結 果

全
員
賛
成
で
認
定

総 括

一般会計歳入合計

85億8239万2千円
自主財源 76%

依存財源
24%

町税（※）
47億2041万2千円

繰入金  3億8821万円

地方消費税交付金他
5億9151万9千円

町債  890万円議会費  9463万8千円

町税の内訳
町民税
固定資産税
町たばこ税
軽自動車税
入湯税

県支出金
6億1033万円

一般会計歳出合計

82億963万5千円
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太陽光発電設備の
立地規制等に係る法整備等を
求める意見書（案）
教職員定数改善、少人数学級推
進、及び義務教育費国庫負担制
度拡充を求める請願

平成30年度昭和町一般会計
及び特別会計補正予算について

昭和町地域福祉基金条例
廃止の件

平成29年度昭和町一般会計
及び特別会計歳入歳出決算の
認定を求める件

昭和町固定資産評価審査
委員会委員の選任について

昭和町監査委員の
選任について

河
田

　
あ
け
み

三
井

　
　猛

遠
藤

　辰
男

田
中

　博
愛

塚
原

　將
司

樋
口

　敏
夫

河
住

　保
茂

鷹
野

　一雄

林

　
　和
仁

石
原

　高
明

中
澤

　康
夫

石
原

　一好

薬
袋

　義
久

金
丸

　富
一

依
田

　茂
巳

堀

　
　門
太

決まったこと

平成30年第3回定例会で決まったこと

　平成30年9月定例会は、9月6日から21日まで16日間の会期で開きました。町長提出の条例
関係2件、平成30年度一般会計および特別会計補正予算4案件のほか、決算関係の認定7
案件、その他案件5案件を含めた計18案件を審議しました。一般質問では7人の議員が13
件について活発な質問・意見を展開しました。

9月
定例会で

案件名 審議
結果

全員賛成で
同意

全員賛成で
同意

全員賛成で
認定

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
採択

全員賛成で
可決

種 別

同意
第3号

同意
第4号

認定第1号

～

認定第7号

議案第40号

～

議案第43号

議案
第39号

昭和町障害者施策推進
協議会設置条例中改正の件

議案
第38号

議提
第3号

請願
第3号

教職員定数改善、少人数学級推
進、及び義務教育費国庫負担制
度拡充を求める意見書（案）

意見書
第2号

※

〈詳細は11月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉 ※塚原 將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

ほたるんに聞いてみよう！
ねえねえほたるん。
【議会で決まったこと】の決算の認定ってなに？

　まず、「決算」について説明するね。「決算」っていうのは前の年、どのくらいお金が入ってきて、そのお金をなにに
どのくらい使ったかを表したものなんだ。その中で良かったところ、悪かったところを見直して、次の年のお金の使
い道を決めるための大事なことなんだ。
　次に《決算の認定》について説明するね。町のお金を管理している人とお金の使い道を監視している人（監査委
員さん）が、ちゃんと見た「決算」を改めて議員さんが見て、『この使い方は考えたほうがいいですね』とか、いろい
ろな意見を町に伝えてから『「決算」の内容はわかりました。町民のみんなにも内容を知らせてあげてください。』っ
ていうのが《決算の認定》なんだ。議会は使い終わったお金のことから町の未来を考える大事な役割もあるんだ!

鷹
野
議
員

　河
川
の
水
質
を
定
期
的

に
調
査
し
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　平
成
13
年
度
に
調

査
を
は
じ
め
て
か
ら
、現
状
河
川
の
水

質
は
改
善
も
し
く
は
維
持
さ
れ
て
い

る
状
況
。

　更
な
る
改
善
に
向
け
、調
査
結
果

を
活
用
し
て
い
く
。

石
原（
高
）議
員

　部
活
動
外
部
指

導
者
が
昨
年
度
１
名
配
置
さ
れ
た
が

ど
ん
な
状
況
か
。

学
校
教
育
課
長

　土
日
の
み
の
対
応

で
１
ケ
月
、20
時
間
以
内
と
な
っ
て
い

る
。平
成
30
年
度
は
２
名
配
置
。

塚
原
議
長

　滞
納
者
へ
の
法
的
手
段

の
執
行
と
し
て
生
命
保
険・年
金
の
差

し
押
さ
え
を
し
て
い
る
が
、年
金
の
差

し
押
さ
え
を
し
て
高
齢
者
に
影
響
は

な
い
の
か
。

　ま
た
、生
命
保
険
の
差
し
押
さ
え
は

ど
の
部
分
を
押
え
る
の
か
。

収
納
課
長

　生
命
保
険
に
つ
い
て
は

該
当
す
る
保
険
を
調
べ
、金
融
機
関
の

預
金
と
同
じ
よ
う
に
調
べ
て
本
人
の

了
承
を
得
な
が
ら
解
約
し
て
も
ら
い

解
約
金
を
納
め
て
も
ら
って
い
る
。

　年
金
に
つい
て
は
最
低
限
の
必
要
経

費
を
除
い
て
納
付
を
し
て
も
ら
う
。地

方
税
法
に
よ
り
年
金
及
び
生
命
保
険

料
は
差
し
押
さ
え
対
象
に
な
って
お
り

公
平
に
な
る
よ
う
に
や
む
な
く
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

河
住
議
員

　工
事
請
負
費
の
中
の
非

常
口
誘
導
灯
の
工
事
で
あ
る
が
、新
規

設
置
な
の
か
、ま
た
、今
あ
る
も
の
を

新
し
く
取
り
換
え
た
の
か
。

総
務
課
長

　現
状
の
非
常
口
誘
導
灯

が
老
朽
化
し
た
た
め
、蛍
光
灯
か
ら

L
E
D
ラ
イ
ト
に
取
り
換
え
工
事
を

行
っ
た
。

決
算
審
査
委
員
会
質
疑

三
井
議
員

　各
児
童
館
で
中
高
生
の

利
用
が
あ
る
が
対
象
外
で
は
無
い
の

か
。

福
祉
課
長

　児
童
セ
ン
タ
ー
は
中
高

生
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
。

水
質
調
査
に
つ
い
て

部
活
動
外
部
指
導
者
に
つ
い
て

差
し
押
さ
え
に
つ
い
て

非
常
口
誘
導
灯
に
つ
い
て

児
童
館
の
利
用
に
つ
い
て
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太陽光発電設備の
立地規制等に係る法整備等を
求める意見書（案）
教職員定数改善、少人数学級推
進、及び義務教育費国庫負担制
度拡充を求める請願

平成30年度昭和町一般会計
及び特別会計補正予算について

昭和町地域福祉基金条例
廃止の件

平成29年度昭和町一般会計
及び特別会計歳入歳出決算の
認定を求める件

昭和町固定資産評価審査
委員会委員の選任について

昭和町監査委員の
選任について

河
田

　
あ
け
み

三
井

　
　猛

遠
藤

　辰
男

田
中

　博
愛

塚
原

　將
司

樋
口

　敏
夫

河
住

　保
茂

鷹
野

　一雄

林

　
　和
仁

石
原

　高
明

中
澤

　康
夫

石
原

　一好

薬
袋

　義
久

金
丸

　富
一

依
田

　茂
巳

堀

　
　門
太

決まったこと

平成30年第3回定例会で決まったこと

　平成30年9月定例会は、9月6日から21日まで16日間の会期で開きました。町長提出の条例
関係2件、平成30年度一般会計および特別会計補正予算4案件のほか、決算関係の認定7
案件、その他案件5案件を含めた計18案件を審議しました。一般質問では7人の議員が13
件について活発な質問・意見を展開しました。

9月
定例会で

案件名 審議
結果

全員賛成で
同意

全員賛成で
同意

全員賛成で
認定

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
可決

全員賛成で
採択

全員賛成で
可決

種 別

同意
第3号

同意
第4号

認定第1号

～

認定第7号

議案第40号

～

議案第43号

議案
第39号

昭和町障害者施策推進
協議会設置条例中改正の件

議案
第38号

議提
第3号

請願
第3号

教職員定数改善、少人数学級推
進、及び義務教育費国庫負担制
度拡充を求める意見書（案）

意見書
第2号

※

〈詳細は11月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉 ※塚原 將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

ほたるんに聞いてみよう！
ねえねえほたるん。
【議会で決まったこと】の決算の認定ってなに？

　まず、「決算」について説明するね。「決算」っていうのは前の年、どのくらいお金が入ってきて、そのお金をなにに
どのくらい使ったかを表したものなんだ。その中で良かったところ、悪かったところを見直して、次の年のお金の使
い道を決めるための大事なことなんだ。
　次に《決算の認定》について説明するね。町のお金を管理している人とお金の使い道を監視している人（監査委
員さん）が、ちゃんと見た「決算」を改めて議員さんが見て、『この使い方は考えたほうがいいですね』とか、いろい
ろな意見を町に伝えてから『「決算」の内容はわかりました。町民のみんなにも内容を知らせてあげてください。』っ
ていうのが《決算の認定》なんだ。議会は使い終わったお金のことから町の未来を考える大事な役割もあるんだ!

鷹
野
議
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　河
川
の
水
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を
定
期
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に
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し
て
い
る
が
、ど
の
よ
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に
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か
。

環
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経
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課
長
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13
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度
に
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ら
、現
状
河
川
の
水
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も
し
く
は
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て
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状
況
。
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る
改
善
に
向
け
、調
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結
果

を
活
用
し
て
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く
。

石
原（
高
）議
員

　部
活
動
外
部
指

導
者
が
昨
年
度
１
名
配
置
さ
れ
た
が

ど
ん
な
状
況
か
。

学
校
教
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課
長

　土
日
の
み
の
対
応

で
１
ケ
月
、20
時
間
以
内
と
な
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て
い

る
。平
成
30
年
度
は
２
名
配
置
。

塚
原
議
長

　滞
納
者
へ
の
法
的
手
段

の
執
行
と
し
て
生
命
保
険・年
金
の
差

し
押
さ
え
を
し
て
い
る
が
、年
金
の
差

し
押
さ
え
を
し
て
高
齢
者
に
影
響
は

な
い
の
か
。

　ま
た
、生
命
保
険
の
差
し
押
さ
え
は

ど
の
部
分
を
押
え
る
の
か
。

収
納
課
長

　生
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保
険
に
つ
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て
は

該
当
す
る
保
険
を
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べ
、金
融
機
関
の

預
金
と
同
じ
よ
う
に
調
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て
本
人
の

了
承
を
得
な
が
ら
解
約
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て
も
ら
い

解
約
金
を
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て
も
ら
って
い
る
。

　年
金
に
つい
て
は
最
低
限
の
必
要
経

費
を
除
い
て
納
付
を
し
て
も
ら
う
。地

方
税
法
に
よ
り
年
金
及
び
生
命
保
険

料
は
差
し
押
さ
え
対
象
に
な
って
お
り

公
平
に
な
る
よ
う
に
や
む
な
く
行
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

河
住
議
員

　工
事
請
負
費
の
中
の
非

常
口
誘
導
灯
の
工
事
で
あ
る
が
、新
規

設
置
な
の
か
、ま
た
、今
あ
る
も
の
を

新
し
く
取
り
換
え
た
の
か
。

総
務
課
長

　現
状
の
非
常
口
誘
導
灯

が
老
朽
化
し
た
た
め
、蛍
光
灯
か
ら

L
E
D
ラ
イ
ト
に
取
り
換
え
工
事
を

行
っ
た
。

決
算
審
査
委
員
会
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疑

三
井
議
員

　各
児
童
館
で
中
高
生
の

利
用
が
あ
る
が
対
象
外
で
は
無
い
の

か
。

福
祉
課
長

　児
童
セ
ン
タ
ー
は
中
高

生
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
。

水
質
調
査
に
つ
い
て

部
活
動
外
部
指
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者
に
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て
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え
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て
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誘
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液
状
化
危
険
度

マ
ッ
プ
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑

　

河
田
議
員

　液
状
化
危
険

度
マ
ッ
プ
で
は
昭
和
町
の
中

心
地
は
危
険
地
域
で
あ
り
、

周
辺
に
は
役
場・学
校
が
あ

り
避
難
所
等
災
害
時
の
拠

点
に
な
る
の
で
、昭
和
町
で

も
北
海
道
地
震
時
に
発
生

し
た
液
状
化
現
象
が
起
こ

る
危
険
が
あ
る
。

　町
で
は
液
状
化
に
対
す

る
検
討
を
行
って
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　液
状
化

に
つ
い
て
は
、難
し
い
問
題
で

は
あ
る
が
、今
後
マッ
プ
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
避
難
所
の

変
更
等
を
検
討
し
て
い
く
。

石
原（
高
）議
員

　ふ
る
さ

と
納
税
に
つい
て
、昭
和
町
に

は
あ
ま
り
特
産
品
が
な
く

保
養
所
の
締
結
を
し
て
い
る

市
町
村
の
品
物
を
返
礼
品

に
あ
て
て
い
る
が
、今
後
返

礼
品
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　国
で
は
、ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
目

的
と
し
て
自
治
体
間
で
協

定
を
締
結
し
て
い
る
場
合

は
、適
切
と
は
認
め
が
た
い

と
し
て
い
る
が
、本
町
は
保

養
所
や
災
害
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
自
治
体
の
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
い
る

の
で
、そ
れ
に
つ
い
て
県
を
通

じ
国
に
確
認
し
て
も
ら
う
。

総
務
常
任
委
員
会

卓
球
場
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

総
合
会
館
２
階

ト
イ
レ
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
に
つ
い
て

待
機
児
童
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
住
議
員

　押
原
中
学
校

男
子
卓
球
場
エ
ア
コ
ン
設
置

は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

学
校
教
育
課
長

　窓
を
開

け
る
と
、球
が
風
の
影
響
を

受
け
る
。

　夏
季
に
お
い
て
練
習
環
境

が
暑
い
為
、単
独
に
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
。

中
澤
議
員

　夏
休
み
が
終

了
後
の
不
登
校
児
童
生
徒

の
状
況
は
。

教
育
長

　昨
年
度
と
比
較

し
て
同
程
度
か
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　先
生
を
は
じ
め
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー・ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
て
対
応

し
て
い
る
。

中
澤
議
員

　町
内
で
は
、０

歳
児
も
含
め
て
待
機
児
童

は
い
な
い
の
か
。

福
祉
課
長

　待
機
児
童
は

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　町
内
の
保
育
園
に
入
れ

な
い
場
合
で
も
親
の
職
場
付

近
の
町
外
の
園
を
紹
介
す

る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い

る
。

三
井
議
員

　総
合
会
館
２

階
の
女
性
用
ト
イ
レ
の
個
室

が
３
つ
あ
る
う
ち
２
つ
が
和

式
だ
が
洋
式
を
増
や
せ
な
い

か
。

福
祉
課
長

　全
て
を
洋
式

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

洋
式
を
増
や
す
方
向
で
検

討
し
た
い
。

水
源
対
策

特
別
委
員
会

石
原（
高
）議
員

　自
噴
と

い
う
こ
と
で
届
出
が
さ
れ
て

い
る
が
、バ
ル
ブ
を
付
け
て
適

宜
取
水
す
る
や
り
方
は
可

能
な
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　井
戸
に

取
水
を
調
整
す
る
バ
ル
ブ
を

つ
け
れ
ば
、自
噴
の
井
戸
で

も
可
能
。

遠
藤
議
員

　今
回
、緊
急
的

に
学
校
で
調
査
し
て
い
る
物

件
に
つ
い
は
ブ
ロッ
ク
塀
だ
け

と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

　現
況
に
お
い
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
傾
い
て
い
る
箇
所

も
あ
る
と
思
う
が
ブ
ロ
ッ
ク

塀
だ
け
で
な
く
て
も
調
査

し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　今
回
の
調
査

に
つ
い
て
は
学
校
か
ら
の
緊

急
点
検
の
結
果
を
も
と
に

職
員
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断

士
が
調
査
・
確
認
し
て
き

た
。　ま

た
、ブ
ロッ
ク
塀
以
外
の

物
件
も
入
って
い
る
が
、道
路

管
理
者
と
し
て
確
認
を
し

て
い
る
の
で
目
視
し
た
中
で

通
知
を
し
て
い
き
た
い
。

鷹
野
議
員

　危
険
箇
所
の

調
査
に
お
い
て
学
校
が
主
体

で
確
認
し
た
結
果
75
件
が

産
業
土
木
常
任
委
員
会

学
校
教
育
課
長

　平
成
30

年
度
に
予
定
し
て
い
た
工
事

は
、予
定
通
り
夏
休
み
期
間

中
に
終
了
し
、二
学
期
に
は

給
食
を
提
供
で
き
て
い
る
。

　現
在
、建
設
想
定
時
の
２

０
０
０
食
以
上
を
作
っ
て
お

り
、来
年
度
の
給
食
提
供
数

が
児
童
・
生
徒
の
増
加
に
よ

り
２
１
０
０
食
を
超
え
る
量

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、再
来
年
度
も
同
様

に
増
え
る
と
、建
築
価
格
の

高
騰
は
あ
っ
た
と
し
て
も
先

延
ば
し
に
は
で
き
ず
、予
定

通
り
来
年
度
の
工
事
も
実

施
し
、最
大
２
５
０
０
食
分

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

給
食
セ
ン
タ
ー
増
築・

改
修
に
つ
い
て

（
仮
）生
涯
学
習
館
に

つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て

当
局
よ
り
地
下
水
採
取

の
適
正
化
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、井
戸
設
置

届
出（
紙
漉
阿
原
）、そ
の

他
２
件（
山
梨
大
学
と
の

包
括
的
連
携
協
定
・
甲
府

市
上
下
水
道
局 

昭
和
取

水
場
送
水
量
に
つ
い
て
）

の
報
告
が
あ
っ
た
。
　

井
戸
の
形
式
に
つ
い
て

当
局
よ
り
今
後
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
増

築・改
修
を
行
う
。

生
涯
学
習
課
長

　基
本
構

想
を
作
成
し
、教
育
長
へ
答

申
を
す
る
。

　そ
の
後
、基
本
構
想
を
具

体
化
す
る
為
の
基
本
計
画

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

建
設
検
討
委
員
会
を
母
体

に
、一
般
か
ら
も
委
員
を
公

募
し
て
建
設
委
員
会
を
起

ち
上
げ
る
予
定
。

確
認
さ
れ
た
が
危
険
と
す

る
基
準
は
。

建
設
課
長

　学
校
側
の
考

え
に
つ
い
て
は
経
験
者
で
は

な
い
の
で
基
本
に
従
い
点
検

１・２
m
以
上
の
塀
及
び
見

た
目
で
風
化
し
た
物
件
を

対
象
に
し
て
い
る
。
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液
状
化
危
険
度

マ
ッ
プ
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑

　

河
田
議
員

　液
状
化
危
険

度
マ
ッ
プ
で
は
昭
和
町
の
中

心
地
は
危
険
地
域
で
あ
り
、

周
辺
に
は
役
場・学
校
が
あ

り
避
難
所
等
災
害
時
の
拠

点
に
な
る
の
で
、昭
和
町
で

も
北
海
道
地
震
時
に
発
生

し
た
液
状
化
現
象
が
起
こ

る
危
険
が
あ
る
。

　町
で
は
液
状
化
に
対
す

る
検
討
を
行
って
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　液
状
化

に
つ
い
て
は
、難
し
い
問
題
で

は
あ
る
が
、今
後
マッ
プ
等
を

参
考
に
し
な
が
ら
避
難
所
の

変
更
等
を
検
討
し
て
い
く
。

石
原（
高
）議
員

　ふ
る
さ

と
納
税
に
つい
て
、昭
和
町
に

は
あ
ま
り
特
産
品
が
な
く

保
養
所
の
締
結
を
し
て
い
る

市
町
村
の
品
物
を
返
礼
品

に
あ
て
て
い
る
が
、今
後
返

礼
品
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　国
で
は
、ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
目

的
と
し
て
自
治
体
間
で
協

定
を
締
結
し
て
い
る
場
合

は
、適
切
と
は
認
め
が
た
い

と
し
て
い
る
が
、本
町
は
保

養
所
や
災
害
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
自
治
体
の
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
い
る

の
で
、そ
れ
に
つ
い
て
県
を
通

じ
国
に
確
認
し
て
も
ら
う
。

総
務
常
任
委
員
会

卓
球
場
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

総
合
会
館
２
階

ト
イ
レ
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
に
つ
い
て

待
機
児
童
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
住
議
員

　押
原
中
学
校

男
子
卓
球
場
エ
ア
コ
ン
設
置

は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

学
校
教
育
課
長

　窓
を
開

け
る
と
、球
が
風
の
影
響
を

受
け
る
。

　夏
季
に
お
い
て
練
習
環
境

が
暑
い
為
、単
独
に
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
。

中
澤
議
員

　夏
休
み
が
終

了
後
の
不
登
校
児
童
生
徒

の
状
況
は
。

教
育
長

　昨
年
度
と
比
較

し
て
同
程
度
か
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　先
生
を
は
じ
め
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー・ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
て
対
応

し
て
い
る
。

中
澤
議
員

　町
内
で
は
、０

歳
児
も
含
め
て
待
機
児
童

は
い
な
い
の
か
。

福
祉
課
長

　待
機
児
童
は

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　町
内
の
保
育
園
に
入
れ

な
い
場
合
で
も
親
の
職
場
付

近
の
町
外
の
園
を
紹
介
す

る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い

る
。

三
井
議
員

　総
合
会
館
２

階
の
女
性
用
ト
イ
レ
の
個
室

が
３
つ
あ
る
う
ち
２
つ
が
和

式
だ
が
洋
式
を
増
や
せ
な
い

か
。

福
祉
課
長

　全
て
を
洋
式

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

洋
式
を
増
や
す
方
向
で
検

討
し
た
い
。

水
源
対
策

特
別
委
員
会

石
原（
高
）議
員

　自
噴
と

い
う
こ
と
で
届
出
が
さ
れ
て

い
る
が
、バ
ル
ブ
を
付
け
て
適

宜
取
水
す
る
や
り
方
は
可

能
な
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　井
戸
に

取
水
を
調
整
す
る
バ
ル
ブ
を

つ
け
れ
ば
、自
噴
の
井
戸
で

も
可
能
。

遠
藤
議
員

　今
回
、緊
急
的

に
学
校
で
調
査
し
て
い
る
物

件
に
つ
い
は
ブ
ロッ
ク
塀
だ
け

と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

　現
況
に
お
い
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
傾
い
て
い
る
箇
所

も
あ
る
と
思
う
が
ブ
ロ
ッ
ク

塀
だ
け
で
な
く
て
も
調
査

し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　今
回
の
調
査

に
つ
い
て
は
学
校
か
ら
の
緊

急
点
検
の
結
果
を
も
と
に

職
員
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断

士
が
調
査
・
確
認
し
て
き

た
。　ま

た
、ブ
ロッ
ク
塀
以
外
の

物
件
も
入
って
い
る
が
、道
路

管
理
者
と
し
て
確
認
を
し

て
い
る
の
で
目
視
し
た
中
で

通
知
を
し
て
い
き
た
い
。

鷹
野
議
員

　危
険
箇
所
の

調
査
に
お
い
て
学
校
が
主
体

で
確
認
し
た
結
果
75
件
が

産
業
土
木
常
任
委
員
会

学
校
教
育
課
長

　平
成
30

年
度
に
予
定
し
て
い
た
工
事

は
、予
定
通
り
夏
休
み
期
間

中
に
終
了
し
、二
学
期
に
は

給
食
を
提
供
で
き
て
い
る
。

　現
在
、建
設
想
定
時
の
２

０
０
０
食
以
上
を
作
っ
て
お

り
、来
年
度
の
給
食
提
供
数

が
児
童
・
生
徒
の
増
加
に
よ

り
２
１
０
０
食
を
超
え
る
量

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、再
来
年
度
も
同
様

に
増
え
る
と
、建
築
価
格
の

高
騰
は
あ
っ
た
と
し
て
も
先

延
ば
し
に
は
で
き
ず
、予
定

通
り
来
年
度
の
工
事
も
実

施
し
、最
大
２
５
０
０
食
分

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

給
食
セ
ン
タ
ー
増
築・

改
修
に
つ
い
て

（
仮
）生
涯
学
習
館
に

つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て

当
局
よ
り
地
下
水
採
取

の
適
正
化
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、井
戸
設
置

届
出（
紙
漉
阿
原
）、そ
の

他
２
件（
山
梨
大
学
と
の

包
括
的
連
携
協
定
・
甲
府

市
上
下
水
道
局 

昭
和
取

水
場
送
水
量
に
つ
い
て
）

の
報
告
が
あ
っ
た
。
　

井
戸
の
形
式
に
つ
い
て

当
局
よ
り
今
後
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
増

築・改
修
を
行
う
。

生
涯
学
習
課
長

　基
本
構

想
を
作
成
し
、教
育
長
へ
答

申
を
す
る
。

　そ
の
後
、基
本
構
想
を
具

体
化
す
る
為
の
基
本
計
画

を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

建
設
検
討
委
員
会
を
母
体

に
、一
般
か
ら
も
委
員
を
公

募
し
て
建
設
委
員
会
を
起

ち
上
げ
る
予
定
。

確
認
さ
れ
た
が
危
険
と
す

る
基
準
は
。

建
設
課
長

　学
校
側
の
考

え
に
つ
い
て
は
経
験
者
で
は

な
い
の
で
基
本
に
従
い
点
検

１・２
m
以
上
の
塀
及
び
見

た
目
で
風
化
し
た
物
件
を

対
象
に
し
て
い
る
。
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一般質問の内容は議会事務局及び11月末更新のHP会議録からも閲覧できます。般質問の内容は議会事務局及び11月末更新

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

QA

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　来
年
度
か
ら
始
ま
る（
仮
称
）

生
涯
学
習
館
の
建
設
に
合
わ
せ

て
、町
内
の
公
共
施
設
の
機
能
の

総
点
検
を
行
い
、類
似
し
た
機

能
の
あ
る
施
設
は
明
確
に
機
能

を
変
更
、縮
小
す
る
か
、思
い

切
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　新た
な
施
設
を
造
れ
ば
、そ

の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が

　　町
職
員
の
再
任
用
雇
用
を
考

え
て
い
る
か
。

　セ
ン
タ
ー
長
に
つ
い
て
は
再
任

用
職
員
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、

主
に
資
料
等
の
パ
ソ
コ
ン
の
打
ち

込
み
な
ど
の
業
務
が
出
来
る
障

が
い
者
の
雇
用
を
含
め
て
考
え
て

い
る
。

高
齢
化
に
伴
っ
て
、事
務
を
手
助

け
で
き
る
施
設
、ま
た
地
域
の
み

な
さ
ん
の
活
動
を
支
援
す
る（
仮

称
）町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　そ
の
活
用
状
況
を
見
る
中
で

見
直
し
等
を
検
討
し
た
い
。

　押
原
公
園
以
外
の
町
内
施
設

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な

ど
に
つ
い
て
は
、今
後
、町
内
の
公

共
施
設
、特
に
新
設
予
定
の
生
涯

学
習
館
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者

制
度
を
含
め
、合
理
的
な
管
理
運

営
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
図
書
館
は
今
後
、（
仮

称
）町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、そ
の
職
員
体
制
は
ど
う

な
る
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
部

署
が
所
管
す
る
の
か
。

　セ
ン
タ
ー
長
を
置
く
中
で
、臨

時
職
員
等
を
採
用
し
て
運
用
で

き
れ
ば
と
思
う
。

　自
治
体
の
支
援
等
な
の
で
、企

画
財
政
課
で
の
担
当
を
考
え
て

い
る
。

発
生
し
、ま
た
機
能
が
似
た
施

設
を
い
く
つ
も
持
つ
こ
と
で
、建

設
費
用
の
返
済
と
維
持
管
理
費

の
増
加
と
い
う
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
が
重
な
っ
て
し
ま
う
。

　
町
は
機
能
を
見
直
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
押
原
公
園
以
外
の
町
内

の
施
設
の
維
持
管
理
方
法
に
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
合

理
的
な
方
法
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
あ
る
か
。

　総
合
会
館
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、保
健
セ
ン
タ
ー
、働
く
婦
人

の
家
と
い
う「
生
涯
学
習
」と
は

異
な
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
継
続
し
た
活
用
を
考
え

て
い
る
。

　ま
た（
仮
称
）生
涯
学
習
館
建

設
後
の
現
在
の
図
書
館
は
、高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
自
治
会

を
は
じ
め
各
種
団
体
等
の
役
員
の

公
共
施
設
の

機
能
の
見
直
し
を

今
後
の
活
用
状
況
を
見
る
中
で

検
討
し
た
い

Q
子
育
て
支
援

拠
点
セ
ン
タ
ー
と

民
間
保
育
園
と
の
連
携
を

A
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、

子
育
て
支
援
の

質
の
向
上
に
努
め
る

Q
生
涯
学
習
館
建
設
の

進
め
方
は

A
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
す
る

石
原（
高
）

町
長

町
長

町
長

生
涯
学
習
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

再
質
問

再
質
問

Q
A

　
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
愛
着
感
や

郷
土
愛
を
醸
成
し
、よ
り
文
化
・

芸
術
活
動
を
振
興
さ
せ
る
こ
と

が
、本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
人
材
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
現
在
策
定
中
の
昭
和
町
教
育
方

針
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
盛
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

　昭
和
町
第
６
次
総
合
計
画
の

目
指
す「
豊
か
な
心
と
文
化
を

育
む
町
」を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

た
め
、そ
の
基
盤
と
な
る
文
化
芸

術
活
動
を
教
育
施
策
の
一
つ
の
大

き
な
柱
と
し
て「
新
し
い
昭
和
町

教
育
方
針
」の
中
に
盛
り
込
め
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

さ
ん
か
ら
公
募
委
員
の
募
集
な

ど
も
考
え
て
い
る
。施
設
の
建
設

や
維
持
管
理
、運
営
を
民
間
資

金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
行
う

「
P
F
I
方
式
」に
つ
い
て
も
専
門

家
を
交
え
て
協
議
を
行
い
、最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　建物
機
能
の
有
効
的
な
利
用

方
法
や
世
代
間
を
つ
な
ぐ
仕
掛

け
、町
内
施
設
と
の
関
わ
り
な
ど

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た

住
民
へ
の
説
明
会
で
の
説
明
手
法

と
し
て
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型
も
あ

る
が
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　建
物
機
能
の
有
効
的
な
利
用

方
法
に
つ
い
て
は
、公
民
館
、図
書

館
、文
化
ホ
ー
ル
部
分
に
は
属
さ

な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
と
い
う
意
見
が
で
て
い
る
。そ

こ
を
利
用
し
て
世
代
間
を
繋
ぐ

仕
掛
け
づ
く
り
も
し
て
い
き
た

い
。町
内
施
設
と
の
か
か
わ
り
で

は
施
設
間
で
情
報
交
換
を
行
い
、

施
設
の
利
用
者
が
行
き
来
し
や

す
い
体
制
を
と
る
。ま
た
町
民
へ

の
説
明
に
つ
い
て
は
十
分
に
精
査

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

３
園
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情

報
交
換
も
行
い
、子
育
て
支
援
の

質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
就
学
前
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
も
行
政
と
園
、小
学
校
が
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

　
（
仮
称
）生
涯
学
習
館
の
建
設

に
お
い
て
は
、P
F
I
方
式
な

ど
民
間
活
力
等
を
活
用
し
た
建

設
手
法
や
、幅
広
い
専
門
家
の

関
わ
り
な
ど
を
建
設
委
員
会
が

広
く
議
論
す
る
こ
と
も
重
要
と

考
え
る
が
、今
後
の
考
え
や
進
め

方
は
。

　よ
り
詳
細
な
検
討
や
設
計
を

行
う
際
の
指
針
と
な
る「
基
本
計

画
」を
作
成
し
て
い
く
予
定
だ
。

よ
り
高
度
で
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
方
々
、ま
た
町
民
の
み
な

　
新
し
い
教
育
方
針
の
最
終
決

定
の
時
期
は
い
つ
か
。

　平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す

る
新
た
な
教
育
方
針
は
、年
内
に

は
教
育
委
員
会
に
お
い
て
原
案
を

示
し
、検
討
を
行
い
た
い
。年
度
中

に
開
催
さ
れ
る
総
合
教
育
会
議
で

首
長
に
決
定
し
て
も
ら
い
、議
会

に
は
３
月
に
説
明
す
る
予
定
だ
。

　
平
成
32
年
か
ら
の
運
営
を
目

指
し
て
い
る（
仮
称
）子
育
て
支

援
拠
点
セ
ン
タ
ー
と
民
間
保
育

園
と
の
連
携
や
、就
学
前
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　民
間
保
育
園
と
の
連
携
は
以

前
か
ら
深
め
て
い
る
が
、今
後
は

「昭和町教育方針」に
文化芸術活動を盛り込んではどうか

教育施策の柱の一つとして
盛り込めるよう努める

依
田

依
田

依
田

学
校
教
育
課
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問
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一般質問の内容は議会事務局及び11月末更新のHP会議録からも閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

QA

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　来
年
度
か
ら
始
ま
る（
仮
称
）

生
涯
学
習
館
の
建
設
に
合
わ
せ

て
、町
内
の
公
共
施
設
の
機
能
の

総
点
検
を
行
い
、類
似
し
た
機

能
の
あ
る
施
設
は
明
確
に
機
能

を
変
更
、縮
小
す
る
か
、思
い

切
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　新た
な
施
設
を
造
れ
ば
、そ

の
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が

　　町
職
員
の
再
任
用
雇
用
を
考

え
て
い
る
か
。

　セ
ン
タ
ー
長
に
つ
い
て
は
再
任

用
職
員
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、

主
に
資
料
等
の
パ
ソ
コ
ン
の
打
ち

込
み
な
ど
の
業
務
が
出
来
る
障

が
い
者
の
雇
用
を
含
め
て
考
え
て

い
る
。

高
齢
化
に
伴
っ
て
、事
務
を
手
助

け
で
き
る
施
設
、ま
た
地
域
の
み

な
さ
ん
の
活
動
を
支
援
す
る（
仮

称
）町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　そ
の
活
用
状
況
を
見
る
中
で

見
直
し
等
を
検
討
し
た
い
。

　押
原
公
園
以
外
の
町
内
施
設

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な

ど
に
つ
い
て
は
、今
後
、町
内
の
公

共
施
設
、特
に
新
設
予
定
の
生
涯

学
習
館
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者

制
度
を
含
め
、合
理
的
な
管
理
運

営
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
図
書
館
は
今
後
、（
仮

称
）町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、そ
の
職
員
体
制
は
ど
う

な
る
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
部

署
が
所
管
す
る
の
か
。

　セ
ン
タ
ー
長
を
置
く
中
で
、臨

時
職
員
等
を
採
用
し
て
運
用
で

き
れ
ば
と
思
う
。

　自
治
体
の
支
援
等
な
の
で
、企

画
財
政
課
で
の
担
当
を
考
え
て

い
る
。

発
生
し
、ま
た
機
能
が
似
た
施

設
を
い
く
つ
も
持
つ
こ
と
で
、建

設
費
用
の
返
済
と
維
持
管
理
費

の
増
加
と
い
う
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
が
重
な
っ
て
し
ま
う
。

　
町
は
機
能
を
見
直
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
押
原
公
園
以
外
の
町
内

の
施
設
の
維
持
管
理
方
法
に
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
合

理
的
な
方
法
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
あ
る
か
。

　総
合
会
館
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、保
健
セ
ン
タ
ー
、働
く
婦
人

の
家
と
い
う「
生
涯
学
習
」と
は

異
な
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
継
続
し
た
活
用
を
考
え

て
い
る
。

　ま
た（
仮
称
）生
涯
学
習
館
建

設
後
の
現
在
の
図
書
館
は
、高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
自
治
会

を
は
じ
め
各
種
団
体
等
の
役
員
の

公
共
施
設
の

機
能
の
見
直
し
を

今
後
の
活
用
状
況
を
見
る
中
で

検
討
し
た
い

Q
子
育
て
支
援

拠
点
セ
ン
タ
ー
と

民
間
保
育
園
と
の
連
携
を

A
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、

子
育
て
支
援
の

質
の
向
上
に
努
め
る

Q
生
涯
学
習
館
建
設
の

進
め
方
は

A
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
す
る

石
原（
高
）

町
長

町
長

町
長

生
涯
学
習
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

再
質
問

再
質
問

Q
A

　
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
愛
着
感
や

郷
土
愛
を
醸
成
し
、よ
り
文
化
・

芸
術
活
動
を
振
興
さ
せ
る
こ
と

が
、本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
人
材
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
現
在
策
定
中
の
昭
和
町
教
育
方

針
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
盛
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

　昭
和
町
第
６
次
総
合
計
画
の

目
指
す「
豊
か
な
心
と
文
化
を

育
む
町
」を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

た
め
、そ
の
基
盤
と
な
る
文
化
芸

術
活
動
を
教
育
施
策
の
一
つ
の
大

き
な
柱
と
し
て「
新
し
い
昭
和
町

教
育
方
針
」の
中
に
盛
り
込
め
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

さ
ん
か
ら
公
募
委
員
の
募
集
な

ど
も
考
え
て
い
る
。施
設
の
建
設

や
維
持
管
理
、運
営
を
民
間
資

金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
行
う

「
P
F
I
方
式
」に
つ
い
て
も
専
門

家
を
交
え
て
協
議
を
行
い
、最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　建物
機
能
の
有
効
的
な
利
用

方
法
や
世
代
間
を
つ
な
ぐ
仕
掛

け
、町
内
施
設
と
の
関
わ
り
な
ど

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た

住
民
へ
の
説
明
会
で
の
説
明
手
法

と
し
て
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型
も
あ

る
が
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　建
物
機
能
の
有
効
的
な
利
用

方
法
に
つ
い
て
は
、公
民
館
、図
書

館
、文
化
ホ
ー
ル
部
分
に
は
属
さ

な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
と
い
う
意
見
が
で
て
い
る
。そ

こ
を
利
用
し
て
世
代
間
を
繋
ぐ

仕
掛
け
づ
く
り
も
し
て
い
き
た

い
。町
内
施
設
と
の
か
か
わ
り
で

は
施
設
間
で
情
報
交
換
を
行
い
、

施
設
の
利
用
者
が
行
き
来
し
や

す
い
体
制
を
と
る
。ま
た
町
民
へ

の
説
明
に
つ
い
て
は
十
分
に
精
査

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

３
園
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情

報
交
換
も
行
い
、子
育
て
支
援
の

質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
就
学
前
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
も
行
政
と
園
、小
学
校
が
情
報

を
共
有
で
き
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

　
（
仮
称
）生
涯
学
習
館
の
建
設

に
お
い
て
は
、P
F
I
方
式
な

ど
民
間
活
力
等
を
活
用
し
た
建

設
手
法
や
、幅
広
い
専
門
家
の

関
わ
り
な
ど
を
建
設
委
員
会
が

広
く
議
論
す
る
こ
と
も
重
要
と

考
え
る
が
、今
後
の
考
え
や
進
め

方
は
。

　よ
り
詳
細
な
検
討
や
設
計
を

行
う
際
の
指
針
と
な
る「
基
本
計

画
」を
作
成
し
て
い
く
予
定
だ
。

よ
り
高
度
で
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
方
々
、ま
た
町
民
の
み
な

　
新
し
い
教
育
方
針
の
最
終
決

定
の
時
期
は
い
つ
か
。

　平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す

る
新
た
な
教
育
方
針
は
、年
内
に

は
教
育
委
員
会
に
お
い
て
原
案
を

示
し
、検
討
を
行
い
た
い
。年
度
中

に
開
催
さ
れ
る
総
合
教
育
会
議
で

首
長
に
決
定
し
て
も
ら
い
、議
会

に
は
３
月
に
説
明
す
る
予
定
だ
。

　
平
成
32
年
か
ら
の
運
営
を
目

指
し
て
い
る（
仮
称
）子
育
て
支

援
拠
点
セ
ン
タ
ー
と
民
間
保
育

園
と
の
連
携
や
、就
学
前
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　民
間
保
育
園
と
の
連
携
は
以

前
か
ら
深
め
て
い
る
が
、今
後
は

「昭和町教育方針」に
文化芸術活動を盛り込んではどうか

教育施策の柱の一つとして
盛り込めるよう努める

依
田

依
田

依
田

学
校
教
育
課
長

教
育
長

再
質
問

再
質
問

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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　昨
年
度
の
公
共
事
業
落
札
業

者
の
町
内
業
者
が
占
め
る
割
合

は
５
５
・６
％
で
、町
内
業
者
の
平

均
落
札
率
は
９
６・９
％
だ
っ
た
。

　ま
た
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
に
基
づ
い
て
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
が
、予
定
価
格
５

万
円
以
上
の
時
は
２
人
以
上
か

ら
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　随
意
契
約
の
入
札
結
果
報
告

書
の
配
布
に
つ
い
て
は
、随
意
契

約
は
総
務
課
以
外
に
も
担
当
課

で
実
施
し
て
い
る
案
件
が
多
数

あ
り
、各
年
度
で
処
理
さ
れ
て
い

る
案
件
は
膨
大
な
件
数
と
な
る

の
で
、公
表
は
難
し
い
。

　町内
業
者
の
割
合
、平
均
落

札
率
の
数
字
に
つ
い
て
、町
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
町
内
業
者
の
占
め
る
割

合
は
、町
内
業
者
の
育
成
等
を

考
え
る
と
も
う
少
し
上
が
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

　町
は
公
平
、公
正
な
入
札
を

再
質
問

再
質
問

薬袋　義久 議員
み な い よ し ひ さ

　
最
近
は
気
温
が
連
日
40
度
を

超
え
た
り
、豪
雨
や
大
型
台
風

の
襲
来
な
ど
、日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
。

　
昭
和
町
に
も
い
つ
、ど
ん
な
災

害
が
く
る
か
誰
も
予
想
で
き
な

い
状
況
だ
。

　既に
発
表
さ
れ
て
い
る
町
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
の
検
討
が
大
至
急
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　現
在
、釜
無
川
を
含
む
富
士

川
水
系
の
想
定
最
大
規
模
の
降

雨
に
伴
う
洪
水
に
よ
る
浸
水
状

況
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
の
予
測
値
を

も
と
に
、洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
い
ざ
有
事
の
際
、そ
れ
は
想
定

外
の
出
来
事
で
し
た
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
。

　もう
一
度
詳
し
い
答
弁
を
求

め
る
。

　有
事
の
際
の
対
策
と
し
て
は

常
永
川
に
つ
い
て
は
既
に
県
に
よ

り
改
修
が
さ
れ
て
い
る
。

　除
草
に
つ
い
て
も
早
急
に
対
応

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　町
内
河
川
に
つ
い
て
は
突
然
の

豪
雨
で
下
流
の
水
門
が
下
げ
ら

れ
て
な
か
っ
た
こ
と
が
増
水
の
原

因
と
み
ら
れ
る
。

　今
後
は
水
門
の
利
用
者
に
上

げ
下
げ
を
徹
底
し
て
も
ら
い
、町

も
確
認
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
昭
和
町
に
は
他
市
町
よ
り
流

れ
込
ん
で
い
る
釜
無
川
の
支
流

が
い
く
つ
か
あ
り
、川
底
も
高
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　徹底
し
た
川
底
の
調
査
と
、

氾
濫
し
や
す
い
危
険
個
所
の
整

備
が
必
要
だ
と
思
う
が
、具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
策
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　町
内
に
流
れ
込
む
一
級
河
川
の

調
査
や
浚
渫
は
県
が
不
定
期
に

実
施
し
て
い
て
、普
通
河
川
は
町

が
毎
年
、土
砂
の
堆
積
の
調
査
を

し
て
い
る
。

　そ
の
う
ち
山
伏
川
、東
花
輪

川
、清
川
は
各
区
の
要
望
に
基
づ

い
て
平
成
30
年
度
か
ら
毎
年
１
ヵ

所
ず
つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
川
底
の

浚
渫
を
開
始
し
た
。

　ま
た
災
害
に
備
え
る
た
め
の

河
川
の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、優

先
順
位
を
決
め
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
に
基

づ
く
浸
水
状
況
の
変
更
、町
か
ら

発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
等
に
お

け
る
高
齢
者
に
配
慮
し
た
用
語

の
使
用
や
、指
定
緊
急
避
難
所
等

を
２
階
建
て
以
上
の
建
物
に
変

更
す
る
こ
と
な
ど
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　今
年
度
中
に
最
新
版
を
作
成

し
、来
年
度
４
月
を
め
ど
に
全
戸

配
布
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　災害
に
お
い
て
要
援
護
者
へ

の
協
力
は
不
可
欠
だ
。

　
各
区
に
お
い
て
避
難
弱
者
が

把
握
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
方
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
災
害
を
回
避

し
て
い
く
の
か
も
、洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　要
援
護
者
等
の
災
害
回
避
に

対
す
る
詳
細
な
記
述
を
落
と
し

込
む
の
は
難
し
い
。最
も
重
要
な

の
は
地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
、

共
助
、近
隣
支
援
だ
と
思
わ
れ

る
。地
域
で
災
害
時
要
援
護
者

支
援
の
母
体
作
り
を
計
画
し
て

ほ
し
い
。

Q
釜
無
川
支
流
の

確
か
な
検
証
を

A
優
先
順
位
を
決
め
て

対
応
し
て
い
き
た
い

薬
袋

薬
袋

町
長

町
長

建
設
課
長

建
設
課
長

Q
A

　昭
和
町
建
設
安
全
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
る
業
者
は
17
社
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、町
内
業
者

の
公
共
事
業
の
落
札
業
者
の
割

合
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
そ
の
平
均
落
札
率
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

　
ま
た
昭
和
町
の
随
意
契
約
に

つ
い
て
は
、何
社
ぐ
ら
い
か
ら
見

積
も
り
を
取
っ
て
入
札
し
て
い

る
の
か
。

　
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、指
名

競
争
入
札
と
同
じ
よ
う
に
入
札

結
果
報
告
書
の
配
布
は
で
き
な

い
の
か
。

　
平
成
29
年
度
の
随
意
契
約
の

コ
ピ
ー
機
の
リ
ー
ス
契
約
な
ど

は
各
課
で
契
約
し
て
い
る
の
か
、

一
括
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

　リ
ー
ス
関
係
は
支
出
負
担
行

為
は
各
課
で
行
い
、そ
れ
を
取
り

ま
と
め
て
総
務
課
が
契
約
を
し

て
い
る
が
、各
課
で
リ
ー
ス
期
間

や
予
算
計
上
も
異
な
る
の
で
、契

約
は
そ
の
都
度
行
っ
て
い
る
。

　
年
度
ご
と
に
一
律
に
契
約
に
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
が
、

で
き
な
い
の
か
。

　リ
ー
ス
契
約
期
間
は
ほ
と
ん
ど

が
５
年
契
約
で
、そ
の
年
度
で
支

払
い
を
行
っ
て
い
る
。

　リ
ー
ス
契
約
期
間
に
ズ
レ
が
あ

る
の
で
、一
律
に
す
る
と
ズ
レ
た
部

分
に
は
違
約
金
が
発
生
す
る
の

で
、ど
ち
ら
の
方
が
い
い
か
検
討

し
た
い
。

行
っ
て
い
る
の
で
、適
正
な
入
札
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
町
内
業
者
が
占
め
る
割

合
は
、業
務
に
よ
っ
て
は
町
内
に

は
な
い
コ
ン
サ
ル
事
業
や
測
量
関

係
、植
栽
関
係
な
ど
が
あ
り
、

す
べ
て
を
含
ん
だ
数
字
に
な
っ
て

い
る
。

公共事業の入札の平均落札率は
また随意契約の入札結果の配布を

平均落札率は96.9%
随意契約の入札結果の公表は難しい

Q
A

洪水ハザードマップの
早急の見直しを

最新版を来年度4月を
めどに全戸配布する

河
住

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

河住　保茂 議員
か わ す み や す し げ

再
質
問

再
質
問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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　昨
年
度
の
公
共
事
業
落
札
業

者
の
町
内
業
者
が
占
め
る
割
合

は
５
５
・６
％
で
、町
内
業
者
の
平

均
落
札
率
は
９
６・９
％
だ
っ
た
。

　ま
た
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
地

方
自
治
法
に
基
づ
い
て
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
が
、予
定
価
格
５

万
円
以
上
の
時
は
２
人
以
上
か

ら
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　随
意
契
約
の
入
札
結
果
報
告

書
の
配
布
に
つ
い
て
は
、随
意
契

約
は
総
務
課
以
外
に
も
担
当
課

で
実
施
し
て
い
る
案
件
が
多
数

あ
り
、各
年
度
で
処
理
さ
れ
て
い

る
案
件
は
膨
大
な
件
数
と
な
る

の
で
、公
表
は
難
し
い
。

　町内
業
者
の
割
合
、平
均
落

札
率
の
数
字
に
つ
い
て
、町
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
町
内
業
者
の
占
め
る
割

合
は
、町
内
業
者
の
育
成
等
を

考
え
る
と
も
う
少
し
上
が
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
ど
う
か
。

　町
は
公
平
、公
正
な
入
札
を

再
質
問

再
質
問

薬袋　義久 議員
み な い よ し ひ さ

　
最
近
は
気
温
が
連
日
40
度
を

超
え
た
り
、豪
雨
や
大
型
台
風

の
襲
来
な
ど
、日
本
各
地
で
自

然
災
害
が
起
き
て
い
る
。

　
昭
和
町
に
も
い
つ
、ど
ん
な
災

害
が
く
る
か
誰
も
予
想
で
き
な

い
状
況
だ
。

　既に
発
表
さ
れ
て
い
る
町
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
の
検
討
が
大
至
急
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　現
在
、釜
無
川
を
含
む
富
士

川
水
系
の
想
定
最
大
規
模
の
降

雨
に
伴
う
洪
水
に
よ
る
浸
水
状

況
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
の
予
測
値
を

も
と
に
、洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

　
い
ざ
有
事
の
際
、そ
れ
は
想
定

外
の
出
来
事
で
し
た
で
は
済
ま

さ
れ
な
い
。

　もう
一
度
詳
し
い
答
弁
を
求

め
る
。

　有
事
の
際
の
対
策
と
し
て
は

常
永
川
に
つ
い
て
は
既
に
県
に
よ

り
改
修
が
さ
れ
て
い
る
。

　除
草
に
つ
い
て
も
早
急
に
対
応

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　町
内
河
川
に
つ
い
て
は
突
然
の

豪
雨
で
下
流
の
水
門
が
下
げ
ら

れ
て
な
か
っ
た
こ
と
が
増
水
の
原

因
と
み
ら
れ
る
。

　今
後
は
水
門
の
利
用
者
に
上

げ
下
げ
を
徹
底
し
て
も
ら
い
、町

も
確
認
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
昭
和
町
に
は
他
市
町
よ
り
流

れ
込
ん
で
い
る
釜
無
川
の
支
流

が
い
く
つ
か
あ
り
、川
底
も
高
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　徹底
し
た
川
底
の
調
査
と
、

氾
濫
し
や
す
い
危
険
個
所
の
整

備
が
必
要
だ
と
思
う
が
、具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
策
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　町
内
に
流
れ
込
む
一
級
河
川
の

調
査
や
浚
渫
は
県
が
不
定
期
に

実
施
し
て
い
て
、普
通
河
川
は
町

が
毎
年
、土
砂
の
堆
積
の
調
査
を

し
て
い
る
。

　そ
の
う
ち
山
伏
川
、東
花
輪

川
、清
川
は
各
区
の
要
望
に
基
づ

い
て
平
成
30
年
度
か
ら
毎
年
１
ヵ

所
ず
つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
川
底
の

浚
渫
を
開
始
し
た
。

　ま
た
災
害
に
備
え
る
た
め
の

河
川
の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、優

先
順
位
を
決
め
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
に
基

づ
く
浸
水
状
況
の
変
更
、町
か
ら

発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
等
に
お

け
る
高
齢
者
に
配
慮
し
た
用
語

の
使
用
や
、指
定
緊
急
避
難
所
等

を
２
階
建
て
以
上
の
建
物
に
変

更
す
る
こ
と
な
ど
の
見
直
し
を

進
め
て
い
る
。

　今
年
度
中
に
最
新
版
を
作
成

し
、来
年
度
４
月
を
め
ど
に
全
戸

配
布
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　災害
に
お
い
て
要
援
護
者
へ

の
協
力
は
不
可
欠
だ
。

　
各
区
に
お
い
て
避
難
弱
者
が

把
握
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
方
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
災
害
を
回
避

し
て
い
く
の
か
も
、洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　要
援
護
者
等
の
災
害
回
避
に

対
す
る
詳
細
な
記
述
を
落
と
し

込
む
の
は
難
し
い
。最
も
重
要
な

の
は
地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
、

共
助
、近
隣
支
援
だ
と
思
わ
れ

る
。地
域
で
災
害
時
要
援
護
者

支
援
の
母
体
作
り
を
計
画
し
て

ほ
し
い
。

Q
釜
無
川
支
流
の

確
か
な
検
証
を

A
優
先
順
位
を
決
め
て

対
応
し
て
い
き
た
い

薬
袋

薬
袋

町
長

町
長

建
設
課
長

建
設
課
長

Q
A

　昭
和
町
建
設
安
全
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
る
業
者
は
17
社
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、町
内
業
者

の
公
共
事
業
の
落
札
業
者
の
割

合
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
そ
の
平
均
落
札
率
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

　
ま
た
昭
和
町
の
随
意
契
約
に

つ
い
て
は
、何
社
ぐ
ら
い
か
ら
見

積
も
り
を
取
っ
て
入
札
し
て
い

る
の
か
。

　
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、指
名

競
争
入
札
と
同
じ
よ
う
に
入
札

結
果
報
告
書
の
配
布
は
で
き
な

い
の
か
。

　
平
成
29
年
度
の
随
意
契
約
の

コ
ピ
ー
機
の
リ
ー
ス
契
約
な
ど

は
各
課
で
契
約
し
て
い
る
の
か
、

一
括
し
て
行
っ
て
い
る
の
か
。

　リ
ー
ス
関
係
は
支
出
負
担
行

為
は
各
課
で
行
い
、そ
れ
を
取
り

ま
と
め
て
総
務
課
が
契
約
を
し

て
い
る
が
、各
課
で
リ
ー
ス
期
間

や
予
算
計
上
も
異
な
る
の
で
、契

約
は
そ
の
都
度
行
っ
て
い
る
。

　
年
度
ご
と
に
一
律
に
契
約
に
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
が
、

で
き
な
い
の
か
。

　リ
ー
ス
契
約
期
間
は
ほ
と
ん
ど

が
５
年
契
約
で
、そ
の
年
度
で
支

払
い
を
行
っ
て
い
る
。

　リ
ー
ス
契
約
期
間
に
ズ
レ
が
あ

る
の
で
、一
律
に
す
る
と
ズ
レ
た
部

分
に
は
違
約
金
が
発
生
す
る
の

で
、ど
ち
ら
の
方
が
い
い
か
検
討

し
た
い
。

行
っ
て
い
る
の
で
、適
正
な
入
札
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
町
内
業
者
が
占
め
る
割

合
は
、業
務
に
よ
っ
て
は
町
内
に

は
な
い
コ
ン
サ
ル
事
業
や
測
量
関

係
、植
栽
関
係
な
ど
が
あ
り
、

す
べ
て
を
含
ん
だ
数
字
に
な
っ
て

い
る
。

公共事業の入札の平均落札率は
また随意契約の入札結果の配布を

平均落札率は96.9%
随意契約の入札結果の公表は難しい

Q
A

洪水ハザードマップの
早急の見直しを

最新版を来年度4月を
めどに全戸配布する

河
住

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

河住　保茂 議員
か わ す み や す し げ

再
質
問

再
質
問

再
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

13 やまなし 議会だよりしょうわ No.179
平成30年10月27日発行



田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
今
年
は
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

西
日
本
を
中
心
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
し
、わ
が
町
で
も

洪
水
へ
の
備
え
が
大
事
だ
と
考

え
る
。　

今
後
改
正
さ
れ
る
昭
和
町
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
の

よ
う
に
住
民
に
周
知
し
て
い
く

の
か
。

　洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知

は
重
要
な
課
題
だ
。

　役
場
や
公
共
施
設
等
へ
の
掲

示
の
ほ
か
、現
在
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、

ト
ッ
プ
画
面
に
配
置
す
る
な
ど
修

　総
務
省
で
取
り
組
ん
で
い
る
、

緊
急
時
の
情
報
を
テ
レ
ビ
画
面
に

文
字
情
報
と
し
て
配
信
す
る「
L

ア
ラ
ー
ト
」を
、本
町
で
も
活
用

し
て
い
く
。

　さ
ら
に
新
た
な
情
報
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
も
調
査
、研
究
し
て
い
き

た
い
。　政府

は「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
２
０
２
０
年

度
末
ま
で
の
全
国
展
開
を
目
指

し
て
お
り
、市
町
村
に
そ
れ
を

設
置
す
る
こ
と
を
努
力
義
務
と

し
、自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
し
て
い
る
。

　本町
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
目
指
し
て
い
く
の

か
。

　
設
置
年
度
は
い
つ
頃
を
目
標

に
し
て
い
る
の
か
。

正
す
る
。

　ま
た
区
長
会
で
の
説
明
や
町

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
周
知
な
ど
、

よ
り
町
民
に
知
っ
て
も
ら
え
る
対

応
を
し
て
い
く
。

　気
象
情
報
の
早
期
把
握
と
、

そ
の
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る

手
段
は
防
災
無
線
だ
け
で
よ
い

の
か
。　

ま
た
情
報
を
速
や
か
に
共
有

で
き
る
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

　現
在
、緊
急
時
の
情
報
伝
達

手
段
は
防
災
行
政
無
線
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
情
報
の
複
線
化
を
図
る

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、メ
ー
ル
等
も
活
用
し
情
報

提
供
し
て
い
る
が
、高
齢
者
が
情

報
を
入
手
す
る
の
が
困
難
な
の

が
課
題
で
あ
る
。

河
田

町
長

町
長

町
長

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
A

　
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、病
気
に
な
る
前
に
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
等
に
よ
る
早
期
発

見
、早
期
対
応
が
大
切
で
あ
る
。

　町で
は
人
間
ド
ッ
ク
は
国
民

健
康
保
険
は
74
歳
ま
で
の
６
０

０
人
限
定
、社
会
保
険
で
は
35
〜

65
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
で
限
定

２
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

つ
い
て
は
実
費
負
担
と
な
る
た

め
、受
診
を
敬
遠
す
る
人
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
。

　
段
階
的
に
75
歳
以
上
80
歳
ま

で
を
保
険
対
象
と
し
て
は
ど
う

か
。

　今
後
も
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組

み
た
い
と
思
う
。

　
地
域
の
住
民
と
連
携
し
て
小

中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所

の
再
点
検
や
安
全
対
策
を
行
う

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が
事
件

や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
肝
要
で
あ
る
。

　
町
で
は
通
学
路
の
点
検
と
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

を
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く
の

か
。　既

存
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
会
員
数
の
確
認
や
本
人

の
意
思
確
認
な
ど
を
行
い
組
織

の
整
備
を
行
う
こ
と
や
、警
察
と

の
間
に
既
に
結
ば
れ
て
い
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」連
携
の
強

化
を
行
い
、
情
報
の
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
伝
達
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、再
度
、学
校
、教
育
委

員
会
、保
護
者
、警
察
と
の
合
同

点
検
を
今
後
計
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

健
康
寿
命
の
延
伸
に
関
わ
る
取

り
組
み
は
健
診
の
ほ
か
に
、イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
、認
知
症

予
防
に
関
す
る
事
業
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　ま
た
、健
康
寿
命
の
延
伸
策
は

検
診
事
業
は
も
と
よ
り
保
健
指

導
や
感
染
症
予
防
、認
知
症
予
防

な
ど
の
介
護
予
防
の
個
別
事
業

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、包
括
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、75

歳
以
上
の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
は
現

時
点
で
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
と
、５
歳
刻
み
で
実
施
し
て
い

る
節
目
人
間
ド
ッ
ク
と
の
整
合

や
、高
齢
者
も
含
め
た
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
の
新
し
い
健
康
診
断
の

仕
組
み
を
来
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

人間ドック受診年齢の引き上げを

新しい健康診断の仕組みを
来年度に向けて検討していきたい

Q
A

洪水ハザードマップの周知徹底を

より広く知ってもらえる
対応をしていく

田
中

町
長

教
育
長

再
質
問

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

Q
災
害
、避
難
情
報
を

町
民
に
速
や
か
に
知
ら
せ
る

ツ
ー
ル
の
導
入
を

A
今
後
は「
L
ア
ラ
ー
ト
」を

活
用
し
、さ
ら
に
調
査
、

研
究
し
て
い
く

河
田

Q
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

ビ
ジ
ョ
ン
は

A
子
育
て
支
援
を
具
現
化

す
る
た
め
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
設
置
す
る

河
田

Q
小
中
学
校
通
学
路
の

点
検
と
安
全
対
策
の

強
化
を

A
学
校
、町
、保
護
者
、

警
察
の
合
同
点
検
を

計
画
し
て
い
き
た
い

田
中

　町
の
第
6
次
総
合
計
画
、ま
た

第
2
次
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て

も
、子
育
て
支
援
に
係
る
ビ
ジ
ョン

を
掲
げ
て
お
り
、そ
れ
を
具
現
化

す
る
た
め
の
施
策
の
一つ
と
し
て

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。設
置
年
度
に
つ
い
て
は
、遅
く

も
平
成
32
年
度
ま
で
の
設
置
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　発達
障
害
や
虐
待
な
ど
へ
の

対
応
も
重
要
で
あ
り
、今
後
は

福
祉
課
な
ど
各
課
と
の
連
携
強

化
が
大
事
だ
と
思
う
が
、ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　子
育
て
支
援
は
い
き
い
き
健

康
課
、福
祉
課
と
の
連
携
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
。

　ま
た
就
学
前
後
の
支
援
ま
で

含
め
て
学
校
教
育
課
と
の
連
携

も
密
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　保
健
、医
療
、福
祉
、教
育
の
切

れ
目
な
い
支
援
を
し
て
い
く
た
め

に
も
、今
後
も
3
課
が
共
働
し
て

子
育
て
支
援
の
質
的
、量
的
向
上

を
目
指
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

　
今
年
は
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

西
日
本
を
中
心
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
し
、わ
が
町
で
も

洪
水
へ
の
備
え
が
大
事
だ
と
考

え
る
。　

今
後
改
正
さ
れ
る
昭
和
町
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
の

よ
う
に
住
民
に
周
知
し
て
い
く

の
か
。

　洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知

は
重
要
な
課
題
だ
。

　役
場
や
公
共
施
設
等
へ
の
掲

示
の
ほ
か
、現
在
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、

ト
ッ
プ
画
面
に
配
置
す
る
な
ど
修

　総
務
省
で
取
り
組
ん
で
い
る
、

緊
急
時
の
情
報
を
テ
レ
ビ
画
面
に

文
字
情
報
と
し
て
配
信
す
る「
L

ア
ラ
ー
ト
」を
、本
町
で
も
活
用

し
て
い
く
。

　さ
ら
に
新
た
な
情
報
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
も
調
査
、研
究
し
て
い
き

た
い
。　政府

は「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
２
０
２
０
年

度
末
ま
で
の
全
国
展
開
を
目
指

し
て
お
り
、市
町
村
に
そ
れ
を

設
置
す
る
こ
と
を
努
力
義
務
と

し
、自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
し
て
い
る
。

　本町
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
目
指
し
て
い
く
の

か
。

　
設
置
年
度
は
い
つ
頃
を
目
標

に
し
て
い
る
の
か
。

正
す
る
。

　ま
た
区
長
会
で
の
説
明
や
町

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
周
知
な
ど
、

よ
り
町
民
に
知
っ
て
も
ら
え
る
対

応
を
し
て
い
く
。

　気
象
情
報
の
早
期
把
握
と
、

そ
の
情
報
を
住
民
に
提
供
す
る

手
段
は
防
災
無
線
だ
け
で
よ
い

の
か
。　

ま
た
情
報
を
速
や
か
に
共
有

で
き
る
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

　現
在
、緊
急
時
の
情
報
伝
達

手
段
は
防
災
行
政
無
線
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
情
報
の
複
線
化
を
図
る

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、メ
ー
ル
等
も
活
用
し
情
報

提
供
し
て
い
る
が
、高
齢
者
が
情

報
を
入
手
す
る
の
が
困
難
な
の

が
課
題
で
あ
る
。

河
田

町
長

町
長

町
長

い
き
い
き
健
康
課
長

Q
A

　
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、病
気
に
な
る
前
に
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
等
に
よ
る
早
期
発

見
、早
期
対
応
が
大
切
で
あ
る
。

　町で
は
人
間
ド
ッ
ク
は
国
民

健
康
保
険
は
74
歳
ま
で
の
６
０

０
人
限
定
、社
会
保
険
で
は
35
〜

65
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
で
限
定

２
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

つ
い
て
は
実
費
負
担
と
な
る
た

め
、受
診
を
敬
遠
す
る
人
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
。

　
段
階
的
に
75
歳
以
上
80
歳
ま

で
を
保
険
対
象
と
し
て
は
ど
う

か
。

　今
後
も
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組

み
た
い
と
思
う
。

　
地
域
の
住
民
と
連
携
し
て
小

中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所

の
再
点
検
や
安
全
対
策
を
行
う

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が
事
件

や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
肝
要
で
あ
る
。

　
町
で
は
通
学
路
の
点
検
と
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

を
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く
の

か
。　既

存
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
会
員
数
の
確
認
や
本
人

の
意
思
確
認
な
ど
を
行
い
組
織

の
整
備
を
行
う
こ
と
や
、警
察
と

の
間
に
既
に
結
ば
れ
て
い
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」連
携
の
強

化
を
行
い
、
情
報
の
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
伝
達
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、再
度
、学
校
、教
育
委

員
会
、保
護
者
、警
察
と
の
合
同

点
検
を
今
後
計
画
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

健
康
寿
命
の
延
伸
に
関
わ
る
取

り
組
み
は
健
診
の
ほ
か
に
、イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
、認
知
症

予
防
に
関
す
る
事
業
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　ま
た
、健
康
寿
命
の
延
伸
策
は

検
診
事
業
は
も
と
よ
り
保
健
指

導
や
感
染
症
予
防
、認
知
症
予
防

な
ど
の
介
護
予
防
の
個
別
事
業

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、包
括
的

に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、75

歳
以
上
の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
は
現

時
点
で
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
と
、５
歳
刻
み
で
実
施
し
て
い

る
節
目
人
間
ド
ッ
ク
と
の
整
合

や
、高
齢
者
も
含
め
た
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
の
新
し
い
健
康
診
断
の

仕
組
み
を
来
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

人間ドック受診年齢の引き上げを

新しい健康診断の仕組みを
来年度に向けて検討していきたい

Q
A

洪水ハザードマップの周知徹底を

より広く知ってもらえる
対応をしていく

田
中

町
長

教
育
長

再
質
問

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み

Q
災
害
、避
難
情
報
を

町
民
に
速
や
か
に
知
ら
せ
る

ツ
ー
ル
の
導
入
を

A
今
後
は「
L
ア
ラ
ー
ト
」を

活
用
し
、さ
ら
に
調
査
、

研
究
し
て
い
く

河
田

Q
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

ビ
ジ
ョ
ン
は

A
子
育
て
支
援
を
具
現
化

す
る
た
め
の
施
策
の

一
つ
と
し
て
設
置
す
る

河
田

Q
小
中
学
校
通
学
路
の

点
検
と
安
全
対
策
の

強
化
を

A
学
校
、町
、保
護
者
、

警
察
の
合
同
点
検
を

計
画
し
て
い
き
た
い

田
中

　町
の
第
6
次
総
合
計
画
、ま
た

第
2
次
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て

も
、子
育
て
支
援
に
係
る
ビ
ジ
ョン

を
掲
げ
て
お
り
、そ
れ
を
具
現
化

す
る
た
め
の
施
策
の
一つ
と
し
て

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。設
置
年
度
に
つ
い
て
は
、遅
く

も
平
成
32
年
度
ま
で
の
設
置
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　発達
障
害
や
虐
待
な
ど
へ
の

対
応
も
重
要
で
あ
り
、今
後
は

福
祉
課
な
ど
各
課
と
の
連
携
強

化
が
大
事
だ
と
思
う
が
、ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　子
育
て
支
援
は
い
き
い
き
健

康
課
、福
祉
課
と
の
連
携
な
く
し

て
は
成
り
立
た
な
い
。

　ま
た
就
学
前
後
の
支
援
ま
で

含
め
て
学
校
教
育
課
と
の
連
携

も
密
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　保
健
、医
療
、福
祉
、教
育
の
切

れ
目
な
い
支
援
を
し
て
い
く
た
め

に
も
、今
後
も
3
課
が
共
働
し
て

子
育
て
支
援
の
質
的
、量
的
向
上

を
目
指
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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町
長

石原　一好 議員
い し は ら か ず よ し

　
昭
和
町
で
は
介
護
保
険
の
申

請
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
と
躊

躇
す
る
人
や
、利
用
す
る
こ
と

に
抵
抗
感
が
あ
る
人
も
い
る
よ

う
で
、介
護
保
険
が
ま
だ
十
分

に
町
民
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。

　町民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
広
報
を
し

て
い
く
の
か
。

　
ま
た
昭
和
町
は
人
口
が
２
万

人
を
超
え
た
が
、町
民
の
う
ち

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
人

は
高
齢
者
人
口
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
。　

近
隣
の
甲
府
市
、甲
斐
市
、中

　本
町
で
は
73
歳
と
75
歳
以
上

の
方
全
員
に
介
護
予
備
軍
に
な
っ

て
い
な
い
か
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
の
実
態
調
査
を
郵
送
で
行
っ

て
い
て
、回
収
率
が
96
％
を
超
え

て
い
る
。

　生
活
の
自
立
度
が
把
握
で
き
、

積
極
的
な
介
護
予
防
が
必
要
な

方
に
対
し
、早
期
に
支
援
に
つ
な

が
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
が
一
定

の
効
果
を
み
せ
、そ
の
積
み
重
ね

が
認
定
率
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
平
成
29
年
度
の
相
談
の

延
べ
件
数
は
１
４
８
７
件
、介
護

保
険
の
申
請
件
数
は
４
３
４
件
、

そ
の
う
ち
認
定
さ
れ
た
件
数
は

４
１
８
件
に
な
る
。

た
山
梨
県
の
認
定
率
は
15・５
％

に
な
っ
て
い
る
。

　認
定
率
は
低
い
方
が
元
気
な

高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、昭
和
町
は
山
梨
県
内
２７
市

町
村
中
で
６
番
目
に
低
い
認
定

率
に
な
っ
て
い
る
。

　
他
市
町
よ
り
も
認
定
率
が
低

い
理
由
は
何
か
。

　
ま
た
平
成
29
年
度
の
介
護
保

険
の
相
談
件
数
、申
請
者
数
、そ

の
中
で
認
定
件
数
は
何
件
だ
っ

た
の
か
。

　他
市
町
よ
り
も
認
定
率
が
低

い
理
由
は
断
定
で
き
な
い
が
、大

き
く
二
つ
の
要
因
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　一つ
め
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
初
期
相
談
を
丁
寧
に

行
っ
て
い
る
こ
と
。本
人
の
状
態
、

介
護
の
状
態
、ど
ん
な
支
援
が
必

要
か
な
ど
の
相
談
を
細
や
か
に

行
い
、道
案
内
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
る
。

　二
つ
め
は
平
成
18
年
ご
ろ
か
ら

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
介
護
予

防
の
事
業
が
一
定
の
効
果
を
見
せ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

央
市
、市
川
三
郷
町
で
は
、人
口

に
占
め
る
認
定
率
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
。

　介
護
保
険
に
つ
い
て
の
周
知

は
、こ
こ
数
年
、保
険
料
通
知
等

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
に

留
ま
っ
て
お
り
、町
民
へ
の
直
接

的
な
説
明
の
機
会
が
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、昨
年
度
か
ら
い
き
い

き
健
康
課
で
は
、各
地
区
で
介
護

保
険
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

　今
年
度
は
、12
地
区
ご
と
に

行
っ
て
い
る「
お
た
っ
し
ゃ
出
前
講

座
」の
中
に
、「
あ
ら
た
め
て
聞
い

て
み
た
い
介
護
保
険
」と
い
う

テ
ー
マ
を
入
れ
る
な
ど
、積
極
的

に
地
区
に
出
向
く
な
ど
し
て
、町

民
へ
の
説
明
の
機
会
を
増
や
し
て

い
る
。

　本
町
の
認
定
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
４
月
末
時
点
の
デ
ー

タ
で
、12・０
％
に
な
っ
て
い
る
。

　近
隣
市
町
の
認
定
率
は
、平
成

３０
年
４
月
末
時
点
で
甲
府
市
が

19・４
％
、甲
斐
市
が
12・６
％
、中

央
市
が
10
・９
％
、市
川
三
郷
町

が
14・７
％
、本
町
が
12・０
％
、ま

石
原（
一
）

Q
A

介護保険の町民への周知の方法は

今年度から各地区の出前講座で
取り上げるなど
説明の機会を増やしていく

再
質
問

い
き
い
き
健
康
課
長

い
き
い
き
健
康
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問
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総合計画の策定と運用に関する条例の制定
に向けて、議会改革推進会議の中で策定の
為の委員会を起ち上げ、協議検討していく。

空き家対策空き家管理条例を制定している
自治体の条例内容から課題等を明らかにし、
本町に対応した条例の策定に向けて議員間
討議を進める。

追跡追跡 あの質問は
    どうなった？
あの質問は
    どうなった？

小規模企業振興基本法の制定及び中小企業法の改正を機に、県・市町村・中小企業者・中小
企業関係団体などの関係機関と一体となった施策推進が求められている。昭和町でも中小
企業及び小規模企業振興条例制定をしてはどうか。

山梨学院大学との研修会

追
跡

問
商工業振興協議会を通しての要望もあるので、「中小企業・小規模企業振興に関する条例」
については、早い時期に制定できるよう、検討していきたい。答

平成３０年６月定例会において、昭和町中小企業・小規模企業振興基本条例を制定し、企業
の成長と持続的発展を図っていくこととした。後

その

「中小企業・小規模企業支援のあり方」について
（仮称）中小企業及び小規模企業振興条例制定

7月27日（金）午後１時３０分～ 8月24日（金）午後１時３０分～

議員の質問に、町当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

平成29年3月議会　質問者：依田　茂巳議員

江藤 俊昭
山梨学院大学大学院
研究科長・法学部教授

議会の今後の動き

内 容

講 師

外川 伸一
法学部政治行政学科
教授

講 師

議会の今後の動き

地域経営における総合計画
内 容

空き家対策と空き家管理条例「事例研究」
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告

三郡衛生組合議会 報告
報告議員：石原 高明・石原 一好

（中央市・南アルプス市・昭和町・富士川町・市川三郷町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
報告議員：三井　猛

（県下27市町村で構成）

次回は平成30年11月7日（水）午後1時30分～開催予定です。

甲府地区広域行政事務組合議会臨時会 報告
報告議員：塚原 將司・依田 茂巳

（甲府市・甲斐市・中央市・昭和町で構成）

日　時：平成30年7月19日（木）午後1時30分～
内　容：議案第10号～議案第15号
◎財産の取得について 2案件（消防ポンプ自動車・高規格救急自動車）
◎教育委員会委員の任命について 1案件
◎公平委員会委員の選任について 1案件  ◎監査委員の選任について 2案件

これら案件についてはすべて可決・同意となりました。

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
報告議員：遠藤 辰男・金丸 富一

（甲斐市・中央市・南アルプス市・昭和町・富士川町・市川三郷町で構成）

日　時：平成30年9月28日（金）午後1時30分～
内　容：議案第14号～議案第25号
◎一般会計及び特別会計補正予算 5案件
◎一般会計及び特別会計歳入・歳出決算の認定について 6案件
◎監査委員の選任について 1案件　◎このほか副議長選挙が行われました。

これら案件についてはすべて可決・同意となりました。

平成30年10月22日（月）午後2時～開催しましたが、
内容につきましては次号に記載致します。

広報編集特別委員会研修視察を行いました！
日　　時：
場　　所：
研修内容：

10月10日（水）～10月11日（木）
東京都砂防会館・鎌倉市役所
議会広報に関する講演、及び議会広報クリニック
鎌倉市議会の議会広報に関する視察研修

榛東村：住民からの意見について、議員の持っている権限だけでは、実現に限界を
感じる。井戸端会議で出た意見についてどのように対処しているか。

昭和町：住民意見を一般質問として町へ明確な回答を求める。あるいは現地に赴
き解決に向け、住民とのパイプ役として協議の場を設ける。など議員としてでき
ることをした後、各区へ報告している。

井戸端会議の意見聴取後について

榛東村：条項の中に「倫理」という言葉が入っていて、珍しいが、なぜ入れたのか。

昭和町：議員として公正性・透明性・信頼性の確保の他、町民の代表として
倫理性も同じく重要であると考え、条項に記載した。

議会基本条例の条項について
受け入れ時の意見交換…

9/26  群馬県榛東村議会
内容…議会基本条例について他

しんとう

―議会視察受入―
ようこそ昭和町へようこそ昭和町へ
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告

三郡衛生組合議会 報告
報告議員：石原 高明・石原 一好

（中央市・南アルプス市・昭和町・富士川町・市川三郷町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
報告議員：三井　猛

（県下27市町村で構成）

次回は平成30年11月7日（水）午後1時30分～開催予定です。

甲府地区広域行政事務組合議会臨時会 報告
報告議員：塚原 將司・依田 茂巳

（甲府市・甲斐市・中央市・昭和町で構成）

日　時：平成30年7月19日（木）午後1時30分～
内　容：議案第10号～議案第15号
◎財産の取得について 2案件（消防ポンプ自動車・高規格救急自動車）
◎教育委員会委員の任命について 1案件
◎公平委員会委員の選任について 1案件  ◎監査委員の選任について 2案件

これら案件についてはすべて可決・同意となりました。

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
報告議員：遠藤 辰男・金丸 富一

（甲斐市・中央市・南アルプス市・昭和町・富士川町・市川三郷町で構成）

日　時：平成30年9月28日（金）午後1時30分～
内　容：議案第14号～議案第25号
◎一般会計及び特別会計補正予算 5案件
◎一般会計及び特別会計歳入・歳出決算の認定について 6案件
◎監査委員の選任について 1案件　◎このほか副議長選挙が行われました。

これら案件についてはすべて可決・同意となりました。

平成30年10月22日（月）午後2時～開催しましたが、
内容につきましては次号に記載致します。

広報編集特別委員会研修視察を行いました！
日　　時：
場　　所：
研修内容：

10月10日（水）～10月11日（木）
東京都砂防会館・鎌倉市役所
議会広報に関する講演、及び議会広報クリニック
鎌倉市議会の議会広報に関する視察研修

榛東村：住民からの意見について、議員の持っている権限だけでは、実現に限界を
感じる。井戸端会議で出た意見についてどのように対処しているか。

昭和町：住民意見を一般質問として町へ明確な回答を求める。あるいは現地に赴
き解決に向け、住民とのパイプ役として協議の場を設ける。など議員としてでき
ることをした後、各区へ報告している。

井戸端会議の意見聴取後について

榛東村：条項の中に「倫理」という言葉が入っていて、珍しいが、なぜ入れたのか。

昭和町：議員として公正性・透明性・信頼性の確保の他、町民の代表として
倫理性も同じく重要であると考え、条項に記載した。

議会基本条例の条項について
受け入れ時の意見交換…

9/26  群馬県榛東村議会
内容…議会基本条例について他

しんとう

―議会視察受入―
ようこそ昭和町へようこそ昭和町へ
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テ
ー
マ
に
よ
る

対
話
集
会

食
生
活
改
善

推
進
員
会
と

愛
育
会
に
つ
い
て

　今回
、各
会
が
地
域

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

役
割
が
あ
り
、ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
説

明
を
受
け
た
。

テ
ー
マ
に
よ
る

対
話
集
会

新
住
民
と

旧
住
民
の

融
和
に
つ
い
て

　今回
、新
住
民
と
旧

住
民
の
融
和
に
つ
い
て

区
・
組
・
区
行
事
へ
の
参

加
を
促
す
に
あ
た
っ
て
、

各
行
政
区
の
事
例
に
つ

い
て
紹
介
。

し
、監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
も

可
能
な
ら
要
望
し
た
い
。

A（
議
会
）

　
地
区
か
ら
の

要
望
を
お
願
い
し
た
い
。議

会
か
ら
も
担
当
課
に
要
望

す
る
。

A（
町
）

　
一
般
的
な
注
意

事
項
の
看
板
は
設
置
し
て

あ
り
、そ
の
中
に
花
火
禁

止
の
項
目
も
記
載
し
て
あ

る
が
、花
火
禁
止
に
特
化

し
た
看
板
を
第
一
公
園
に

設
置
し
た
い
。

　
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q

　
か
す
み
堤
西
側
の
第

一
公
園
で
、時
間
を
問
わ
ず

花
火
を
す
る
人
が
い
て

困
っ
て
い
る
。

　
花
火
禁
止
看
板
を
設
置

地区住民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

●
出
席
者

　
区
民

　
20
名

●
参
加
議
員

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司  

議
長

６
月
28
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

飯
喰
区 

（
第
1
回
）

5

6

7

8

9

10

11

12

月　日

10月19日

11月16日

11月17日

11月18日

11月21日

11月29日

12月15日

1月18日

曜　日

金

金

土

日

水

木

土

金

地　区

上河東

上河東二区

押越

西条二区

西条一区

清水新居

河西

河東中島

時　間

19:00～

19:30～

20:00～

19:00～

19:30～

19:00～

20:00～

19:30～

担当委員会

総務

産業土木

総務

教育厚生

産業土木

総務

教育厚生

産業土木

平成30年度・井戸端会議　今後のスケジュ－ル表

か
。防
災
無
線
が
聞
こ
え

な
い
場
所
が
あ
る
の
で
対

応
を
お
願
い
す
る
。

A（
議
会
）

　
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
つ
い
て
は
確
認
す
る
。

　

　
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、

区
か
ら
も
行
政
に
要
望
を

し
て
欲
し
い
。

A（
町
）

　
防
災
関
係
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、現

在
、大
規
模
災
害
発
生
時

に
お
け
る
住
民
へ
の
広
報

手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
を

考
え
て
い
る
。

　
防
災
無
線
が
聞
き
づ
ら

い
件
に
つ
い
て
は
、築
地
新

居
区
か
ら
も
要
望
を
上
げ

て
い
た
だ
き
、業
者
と
も
現

地
調
査
を
行
っ
た
上
で
、音

量
の
調
節
等
を
行
い
改
善

に
努
め
る
。

Q

　防災
関
係
で
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
使
用
し
た
発
信
を

昭
和
町
で
は
や
っ
て
い
る
の

●
出
席
者

　
区
民

　
26
名

●
参
加
議
員

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
河
田

　
あ
け
み

　
金
丸

　
富
一

７
月
17
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

築
地
新
居
区 

（
第
2
回
）

モ
ー
ル
か
ら「
バ
ス
の
停
留

所
を
所
管
す
る
国
土
交
通

省
や
、運
行
に
関
す
る
山

梨
交
通
な
ど
関
係
機
関
、

さ
ら
に
は
イ
オ
ン
本
社
と

も
相
談
の
う
え
、で
き
る
だ

け
早
く
結
論
を
出
し
た
い
」

旨
の
回
答
を
得
た
。

　
よ
っ
て
、店
側
か
ら
正
式

な
回
答
を
受
理
し
た
際
に

は
、速
や
か
に
区
民
の
方
々

に
報
告
し
た
い
。

A
（
再
報
告
）

　現在
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
し
て
運

行
し
て
お
り
、区
内
で
乗
降

す
る
為
に
は
路
線
バ
ス
と

し
て
新
た
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
、料
金
等
変
更

も
あ
わ
せ
て
必
要
と
な
る

の
で
、現
状
で
は
難
し
い
。

Q

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府

昭
和
店
と
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
と

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
お
り
、当
区
内

も
バ
ス
が
通
行
し
て
い
る

が
、区
内
主
要
箇
所
の
上

下
線
に
停
留
所
を
設
置
し

て
区
民
の
乗
降
を
可
能
に

し
て
欲
し
い
。

A

　過去
に
、町
当
局
が

イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

店
に
要
望
し
た
際
に
は
断

ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、住
民
か
ら
の
声

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
の
で
、今
回
は
当
委
員
会

と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲

府
昭
和
店
と
交
渉
す
る
。

A（
交
渉
結
果
）

　
イ
オ
ン

●
出
席
者

　
区
民

　
25
名

●
参
加
議
員

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　
石
原

　
高
明

　
河
田

　
あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
堀

　
　
門
太

　
塚
原

　
將
司  

議
長

７
月
28
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

西
条
新
田
区 

（
第
3
回
）

　
紙
漉
阿
原
地
域
は
０・
３

〜
３
・
０
m
位
で
浸
水
し
て

し
ま
う
。対
策
と
し
て
、

ボ
ー
ト
の
準
備
で
あ
る
と

か
、避
難
場
所
を
確
保
す

る
と
か
の
対
応
策
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
。

A（
議
会
）

　
当
局
に
対
応

策
を
考
え
る
よ
う
伝
え
ま

す
。

A（
町
）

　
ボ
ー
ト
の
準
備

や
避
難
場
所
の
確
保
に
つ

い
て
は
難
し
い
。

　
日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所

を
検
討
し
て
お
い
て
も
ら

い
、洪
水
の
危
険
が
あ
る

場
合
は
、自
宅
や
高
い
建

物
の
２
階
以
上
へ
早
め
に

避
難
を
す
る
よ
う
に
お
願

い
す
る
。本
町
と
し
て
は
、

避
難
勧
告
等
の
発
令
を
適

時
行
う
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
く
。

Q

　
沼
公
園
に
源
氏
ボ
タ

ル
が
自
然
発
生
し
て
い
る

箇
所
が
あ
る
。

　
そ
こ
に
竹
藪
や
草
が
歩

道
に
出
て
歩
け
な
い
状
況
。

　
竹
藪
な
ど
は
地
権
者
に

指
導
を
行
い
、改
善
で
き
な

い
か
。

A

　環境
経
済
課
で
、所

有
者
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。自
然
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
は
、議
会
に
お
い
て
も

進
め
る
よ
う
対
処
す
る
。

Q

　
釜
無
川
が
決
壊
し
た

場
合
の
被
害
状
況
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

●
出
席
者

　
区
民

　
17
名

●
参
加
議
員

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
　
猛

　

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
田
中

　
博
愛

　
石
原

　
一
好

8
月
28
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

紙
漉
阿
原
区 

（
第
4
回
）

今回は、区の要望により、
初の試みとしてテーマを設定し、

井戸端会議を開催。
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テ
ー
マ
に
よ
る

対
話
集
会

食
生
活
改
善

推
進
員
会
と

愛
育
会
に
つ
い
て

　今回
、各
会
が
地
域

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

役
割
が
あ
り
、ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
説

明
を
受
け
た
。

テ
ー
マ
に
よ
る

対
話
集
会

新
住
民
と

旧
住
民
の

融
和
に
つ
い
て

　今回
、新
住
民
と
旧

住
民
の
融
和
に
つ
い
て

区
・
組
・
区
行
事
へ
の
参

加
を
促
す
に
あ
た
っ
て
、

各
行
政
区
の
事
例
に
つ

い
て
紹
介
。

し
、監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
も

可
能
な
ら
要
望
し
た
い
。

A（
議
会
）

　
地
区
か
ら
の

要
望
を
お
願
い
し
た
い
。議

会
か
ら
も
担
当
課
に
要
望

す
る
。

A（
町
）

　
一
般
的
な
注
意

事
項
の
看
板
は
設
置
し
て

あ
り
、そ
の
中
に
花
火
禁

止
の
項
目
も
記
載
し
て
あ

る
が
、花
火
禁
止
に
特
化

し
た
看
板
を
第
一
公
園
に

設
置
し
た
い
。

　
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q

　
か
す
み
堤
西
側
の
第

一
公
園
で
、時
間
を
問
わ
ず

花
火
を
す
る
人
が
い
て

困
っ
て
い
る
。

　
花
火
禁
止
看
板
を
設
置

地区住民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議
（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

●
出
席
者

　
区
民

　
20
名

●
参
加
議
員

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司  

議
長

６
月
28
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

飯
喰
区 

（
第
1
回
）

5

6

7

8

9

10

11

12

月　日

10月19日

11月16日

11月17日

11月18日

11月21日

11月29日

12月15日

1月18日

曜　日

金

金

土

日

水

木

土

金

地　区

上河東

上河東二区

押越

西条二区

西条一区

清水新居

河西

河東中島

時　間

19:00～

19:30～

20:00～

19:00～

19:30～

19:00～

20:00～

19:30～

担当委員会

総務

産業土木

総務

教育厚生

産業土木

総務

教育厚生

産業土木

平成30年度・井戸端会議　今後のスケジュ－ル表

か
。防
災
無
線
が
聞
こ
え

な
い
場
所
が
あ
る
の
で
対

応
を
お
願
い
す
る
。

A（
議
会
）

　
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
つ
い
て
は
確
認
す
る
。

　

　
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、

区
か
ら
も
行
政
に
要
望
を

し
て
欲
し
い
。

A（
町
）

　
防
災
関
係
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、現

在
、大
規
模
災
害
発
生
時

に
お
け
る
住
民
へ
の
広
報

手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
を

考
え
て
い
る
。

　
防
災
無
線
が
聞
き
づ
ら

い
件
に
つ
い
て
は
、築
地
新

居
区
か
ら
も
要
望
を
上
げ

て
い
た
だ
き
、業
者
と
も
現

地
調
査
を
行
っ
た
上
で
、音

量
の
調
節
等
を
行
い
改
善

に
努
め
る
。

Q

　防災
関
係
で
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
使
用
し
た
発
信
を

昭
和
町
で
は
や
っ
て
い
る
の

●
出
席
者

　
区
民

　
26
名

●
参
加
議
員

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
河
田

　
あ
け
み

　
金
丸

　
富
一

７
月
17
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

築
地
新
居
区 

（
第
2
回
）

モ
ー
ル
か
ら「
バ
ス
の
停
留

所
を
所
管
す
る
国
土
交
通

省
や
、運
行
に
関
す
る
山

梨
交
通
な
ど
関
係
機
関
、

さ
ら
に
は
イ
オ
ン
本
社
と

も
相
談
の
う
え
、で
き
る
だ

け
早
く
結
論
を
出
し
た
い
」

旨
の
回
答
を
得
た
。

　
よ
っ
て
、店
側
か
ら
正
式

な
回
答
を
受
理
し
た
際
に

は
、速
や
か
に
区
民
の
方
々

に
報
告
し
た
い
。

A
（
再
報
告
）

　現在
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
し
て
運

行
し
て
お
り
、区
内
で
乗
降

す
る
為
に
は
路
線
バ
ス
と

し
て
新
た
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
、料
金
等
変
更

も
あ
わ
せ
て
必
要
と
な
る

の
で
、現
状
で
は
難
し
い
。

Q

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府

昭
和
店
と
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
と

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

運
行
さ
れ
て
お
り
、当
区
内

も
バ
ス
が
通
行
し
て
い
る

が
、区
内
主
要
箇
所
の
上

下
線
に
停
留
所
を
設
置
し

て
区
民
の
乗
降
を
可
能
に

し
て
欲
し
い
。

A

　過去
に
、町
当
局
が

イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

店
に
要
望
し
た
際
に
は
断

ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、住
民
か
ら
の
声

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
の
で
、今
回
は
当
委
員
会

と
し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲

府
昭
和
店
と
交
渉
す
る
。

A（
交
渉
結
果
）

　
イ
オ
ン

●
出
席
者

　
区
民

　
25
名

●
参
加
議
員

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　
石
原

　
高
明

　
河
田

　
あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
堀

　
　
門
太

　
塚
原

　
將
司  

議
長

７
月
28
日 
区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

西
条
新
田
区 

（
第
3
回
）

　
紙
漉
阿
原
地
域
は
０・
３

〜
３
・
０
m
位
で
浸
水
し
て

し
ま
う
。対
策
と
し
て
、

ボ
ー
ト
の
準
備
で
あ
る
と

か
、避
難
場
所
を
確
保
す

る
と
か
の
対
応
策
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
。

A（
議
会
）

　
当
局
に
対
応

策
を
考
え
る
よ
う
伝
え
ま

す
。

A（
町
）

　
ボ
ー
ト
の
準
備

や
避
難
場
所
の
確
保
に
つ

い
て
は
難
し
い
。

　
日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所

を
検
討
し
て
お
い
て
も
ら

い
、洪
水
の
危
険
が
あ
る

場
合
は
、自
宅
や
高
い
建

物
の
２
階
以
上
へ
早
め
に

避
難
を
す
る
よ
う
に
お
願

い
す
る
。本
町
と
し
て
は
、

避
難
勧
告
等
の
発
令
を
適

時
行
う
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
く
。

Q

　
沼
公
園
に
源
氏
ボ
タ

ル
が
自
然
発
生
し
て
い
る

箇
所
が
あ
る
。

　
そ
こ
に
竹
藪
や
草
が
歩

道
に
出
て
歩
け
な
い
状
況
。

　
竹
藪
な
ど
は
地
権
者
に

指
導
を
行
い
、改
善
で
き
な

い
か
。

A

　環境
経
済
課
で
、所

有
者
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。自
然
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
は
、議
会
に
お
い
て
も

進
め
る
よ
う
対
処
す
る
。

Q

　
釜
無
川
が
決
壊
し
た

場
合
の
被
害
状
況
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

●
出
席
者

　
区
民

　
17
名

●
参
加
議
員

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
　
猛

　

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
田
中

　
博
愛

　
石
原

　
一
好

8
月
28
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見・要
望
と

議
会
の
対
応

紙
漉
阿
原
区 

（
第
4
回
）

今回は、区の要望により、
初の試みとしてテーマを設定し、

井戸端会議を開催。
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　何らかの支援を必要とする人たちが住み慣れたとこ
ろで日常生活が送れるよう、支えあい活動の取り組みを
さらに充実していきたいと思っています。
　町民の皆様には、当社会福祉協議会で行う各種事業
や各地区で行うサロンなどの事業に積極的に参加して
いただき、地域福祉の向上にご協力をいただきたいと
思います。

第
11
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

「ほたるん」は可愛いので、ゆるキャラ
（着ぐるみを）作ってください。蛍を前
に出している市町村も多いですが、昭
和町も「ほたるん」に力をいれて欲し
いです。

メールにて（59歳・女性）

広域行政事務組合報告も良いが、内
容を詳しく知りたい。

議会モニターさん

全員賛成の議案が多い為、委員会質
疑の内容を濃くしては。

議会モニターさん

議案名の説明だけではわからない部
分がある。

議会モニターさん

表紙写真は季節感があってとても良い
が、写真の主となるものがわかりにくい。

議会モニターさん

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 11月末日 消印有効

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

こんなご意見をいただきました！
No.178に対する

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。今回は昭和町社会福祉協議会の井口会長に取材しました。

Q 社会福祉協議会とはどんな組織ですか？

A 　社会福祉協議会は、地域における自主的な活動を支援すると
ともに協働の仕組みづくりや福祉の風土づくりに貢献します。
　住民の主体的な参加のもと、社会福祉事業者や行政との協働
により福祉課題を解決し、すべての人が、生きがいのある自立し
た生活が送れる地域社会の創出のために、住民の理解と協力、
参加による福祉のまちづくりを推進する組織です。

Q 主な活動は？

A ○いきいき・ふれあいサロンの運営支援 〇ボランティ
ア活動支援事業 ○いきがいクラブ活動支援事業 ○地
域見守りネットワーク 〇ボランティア登録・派遣制度 
○住民参加型有償ボランティア事業 〇地域福祉活動
の担い手となる支部社協活動の支援 ○福祉車両貸出
事業 〇相談事業 〇災害ボランティア育成 ○共同募金
配分金事業（ふれあいランチ、マスつり大会）など。

会長から町のみなさんへ

Q 活動で心がけていることは？

A 　住み慣れた家庭や地域で自立した生活を送り、安心して過ご
せる地域づくりのためには、「地域」の連携が必要です。制度的
なサービスが充実しても、近隣の人々が無関心では、地域の福
祉向上は望めません。自助（自らの努力でなすこと）、共助（地域
等で助けあうこと）、公助（行政等が公的援助を提供すること）に
それぞれ取り組むことが重要になります。
　そこで社会福祉協議会では地域の福祉力を高めるため、町内
の様々な組織や住民の方々の出会いづくり、地域参加の機会づ
くりを進めるとともに、協働による様々な取り組みや活動を支援
することによる地域の福祉力の向上を心がけています。

179号
（この号）を
読んでください

ヒント

平成29年度決算 財政力指数〇.〇〇！
Q
1

ほたるんに聞いてみよう　決算の〇〇ってなんだ？
Q
2

井戸端会議　6月～8月　広報掲載区は○地区！
Q
3

ハガキにて（81歳・女性）
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　何らかの支援を必要とする人たちが住み慣れたとこ
ろで日常生活が送れるよう、支えあい活動の取り組みを
さらに充実していきたいと思っています。
　町民の皆様には、当社会福祉協議会で行う各種事業
や各地区で行うサロンなどの事業に積極的に参加して
いただき、地域福祉の向上にご協力をいただきたいと
思います。

第
11
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

「ほたるん」は可愛いので、ゆるキャラ
（着ぐるみを）作ってください。蛍を前
に出している市町村も多いですが、昭
和町も「ほたるん」に力をいれて欲し
いです。

メールにて（59歳・女性）

広域行政事務組合報告も良いが、内
容を詳しく知りたい。

議会モニターさん

全員賛成の議案が多い為、委員会質
疑の内容を濃くしては。

議会モニターさん

議案名の説明だけではわからない部
分がある。

議会モニターさん

表紙写真は季節感があってとても良い
が、写真の主となるものがわかりにくい。

議会モニターさん

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 11月末日 消印有効

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

こんなご意見をいただきました！ごご
No.178に対する

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。今回は昭和町社会福祉協議会の井口会長に取材しました。

Q 社会福祉協議会とはどんな組織ですか？

A 　社会福祉協議会は、地域における自主的な活動を支援すると
ともに協働の仕組みづくりや福祉の風土づくりに貢献します。
　住民の主体的な参加のもと、社会福祉事業者や行政との協働
により福祉課題を解決し、すべての人が、生きがいのある自立し
た生活が送れる地域社会の創出のために、住民の理解と協力、
参加による福祉のまちづくりを推進する組織です。

Q 主な活動は？

A ○いきいき・ふれあいサロンの運営支援 〇ボランティ
ア活動支援事業 ○いきがいクラブ活動支援事業 ○地
域見守りネットワーク 〇ボランティア登録・派遣制度 
○住民参加型有償ボランティア事業 〇地域福祉活動
の担い手となる支部社協活動の支援 ○福祉車両貸出
事業 〇相談事業 〇災害ボランティア育成 ○共同募金
配分金事業（ふれあいランチ、マスつり大会）など。

会長から町のみなさんへ

Q 活動で心がけていることは？

A 　住み慣れた家庭や地域で自立した生活を送り、安心して過ご
せる地域づくりのためには、「地域」の連携が必要です。制度的
なサービスが充実しても、近隣の人々が無関心では、地域の福
祉向上は望めません。自助（自らの努力でなすこと）、共助（地域
等で助けあうこと）、公助（行政等が公的援助を提供すること）に
それぞれ取り組むことが重要になります。
　そこで社会福祉協議会では地域の福祉力を高めるため、町内
の様々な組織や住民の方々の出会いづくり、地域参加の機会づ
くりを進めるとともに、協働による様々な取り組みや活動を支援
することによる地域の福祉力の向上を心がけています。

179号
（この号）を
読んでください

ヒント

平成29年度決算 財政力指数〇.〇〇！
Q
1

ほたるんに聞いてみよう　決算の〇〇ってなんだ？
Q
2

井戸端会議　6月～8月　広報掲載区は○地区！
Q
3

ハガキにて（81歳・女性）
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■
 発
　
行

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
409-3880
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越

542-2

■
 編
　
集

広
報
編
集
特
別
委
員
会

印
刷
 株
式
会
社
サ
ン
ニ
チ
印
刷

■
 発
行
人

議
長
 塚
原
　
將
司

　

T
E

L.055-275-8842（
直
通
）

T
E

L.055-275-2111（
代
）

FA
X.055-275-0370

議
会
だ
よ
り

し
ょ
う
わ

No.

2
0
1
8
.1

0
.2

7

179

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に Vol.42

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
石
原

　高明

堀

　
　門太

林

　
　和仁

金
丸

　富一
石
原

　一好

依
田

　茂巳

　「
中
山
さ
ん
、当
た
っ
た
よ
。」

　紙
漉
阿
原
合
社
祭
の
抽
選
会
の
場
で
声
を
掛
け
ら

れ
景
品
が
当
た
っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、こ
の
原

稿
依
頼
の
封
筒
を
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。九
年
前
の
春
、引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
頃
、

家
族
で
今
川
ま
つ
り
に
誘
っ
て
も
ら
い
感
じ
た
親
近
感

が
ず
っ
と
今
も
続
い
て
い
ま
す
。近
所
の
方
に
顔
を
覚

え
て
い
た
だ
け
る
安
心
感
か
ら
昭
和
町
の
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　少
し
無
礼
講
な
お
祭
り
、楽
し
く
体
を
動
か
せ
る

行
事
な
ど
結
び
付
き
や
繋
が
り
の
き
っ
か
け
は
こ
の
町

に
根
付
い
て
い
ま
す
。自
然
に
参
加
し
て
馴
染
め
る
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
が
さ
れ
て
い
て
と
て
も
心
地
よ
い
町
だ

と
思
い
ま
す
。

　人
付
き
合
い
を
は
じ
め
、子
育
て
、健
康
維
持
、買
い

物
、交
通
の
便
な
ど
本
当
に
良
い
町
だ
と
日
々
感
じ
な

が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　昭
和
町
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
住
み
良
い
町

で
、私
も
一
員
と
し
て
町
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
参
加

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

紙
漉
阿
原
区

な
か
や
ま

さ
ん

中
山 

か
お
り

　今
は
昭
和
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。昭

和
五
十
年
に
父
が
こ
の
地
に
居
を
構
え
、私
自
身
は
転

職
し
U
タ
ー
ン
で
こ
の
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　現
役
の
頃
は
仕
事
が
忙
し
く
残
業
も
多
く
て
、家

に
た
だ
寝
に
帰
る
だ
け
の
生
活
で
あ
っ
た
。そ
の
頃
は

両
親
も
健
在
だ
っ
た
か
ら
子
育
て
も
任
せ
き
り
、ま
さ

に〝
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
〞で
、今
で
言
う
イ
ク
メ
ン
と
は
程

遠
い
も
の
だ
っ
た
。地
域
や
町
の
事
ま
で
考
え
る
余
裕

は
持
ち
よ
う
が
な
く
会
社
人
間
の
限
ら
れ
た
世
界
の

住
人
だ
っ
た
。

　父
が
他
界
し
世
帯
主
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、否
応
な

く
地
域
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。そ
れ
が
転

機
か
、組
長
が
回
っ
て
き
て
、お
祭
り
当
番
も
経
験
し

右
往
左
往
し
な
が
ら
、そ
の
後
も
求
め
ら
れ
る
事
を
こ

な
す
の
が
精
一
杯
で
や
っ
て
き
た
。い
つ
し
か
、気
心
の
知

れ
る
人
達
も
増
え
、そ
れ
な
り
に
頼
ら
れ
た
り
喜
ん
で

も
ら
っ
た
り
で
、「
あ
ぁ
、こ
う
し
て
住
み
心
地
が
良
く

な
る
ん
だ
」と
実
感
。住
め
ば
都
か
、今
は
愛
着
も
あ

り
、こ
の
先
も
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

河
東
中
島
区

ふ
か  

さ
わ

と
し

　ろ
う

さ
ん

深
澤

　敏朗

次
回
定
例
会
は
12
月
4
日（
火
） 開
催
予
定
で
す

議
会
事
務
局

　
☎
2
7
5

-

8
8
4
2

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

平成30年8月26日（日）午後1時30分～
緊急時の参集に備え、事前通告なしという形で
議会災害対策本部設置要綱に基づき、訓練を行いました。

議会防災訓練を行いました！
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